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第
一
節
 
は
じ
め
に
 
 

『
源
氏
物
語
』
 
の
外
国
翻
訳
は
、
山
九
二
五
年
、
ア
ー
サ
ー
・
ウ
ェ
イ
リ
ー
（
旨
昏
u
r
貞
訂
】
e
y
）
 
に
よ
る
英
語
訳
か
ら
始
ま
っ
た
と
い
え
る
。
 
 

（
1
－
 
 

一
八
八
一
年
の
末
松
謙
澄
に
よ
る
部
分
訳
は
あ
る
も
の
の
、
ウ
ェ
イ
リ
ー
の
翻
訳
は
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ン
を
ま
き
起
こ
し
た
と
い
う
。
以
来
、
多
 
 

く
の
外
国
語
訳
が
左
記
の
表
が
示
す
よ
う
に
、
次
々
と
な
さ
れ
て
き
た
。
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仏
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2  

表
で
分
か
る
よ
う
に
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
語
翻
訳
は
い
ま
だ
な
く
、
こ
の
優
れ
た
古
興
の
文
芸
作
品
の
存
在
す
ら
知
ら
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
 
 

あ
る
。
参
考
ま
で
に
い
え
ば
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
語
翻
訳
の
あ
る
日
本
文
芸
作
品
は
、
夏
目
漱
石
『
坊
っ
ち
ゃ
ん
』
買
臼
輩
は
猫
で
あ
る
』
 
『
こ
ゝ
ろ
』
 
 

『
夢
十
夜
』
、
川
端
康
成
『
千
羽
鶴
』
、
吉
本
ば
な
な
『
キ
ッ
チ
ン
』
、
竹
山
道
雄
『
ビ
ル
マ
の
竪
琴
』
、
橋
田
寿
賀
子
『
お
し
ん
』
、
星
新
一
 
 

『
ノ
ッ
ク
の
音
が
』
、
星
野
富
弘
『
限
り
な
く
優
し
い
花
々
』
 
が
あ
げ
ら
れ
る
く
ら
い
で
あ
る
。
そ
れ
に
加
え
、
こ
の
全
て
の
翻
訳
は
、
一
人
 
 

の
翻
訳
者
イ
ェ
ー
‥
、
、
ヤ
・
ル
イ
ン
 
有
望
弓
芦
－
巨
竜
】
N
《
一
九
四
九
～
》
一
九
八
一
年
に
日
本
に
留
学
し
、
現
在
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
日
本
大
使
 
 

館
に
勤
務
）
 
に
よ
っ
て
訳
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
 
 

■
ソ
ニ
 
 
 

世
界
で
の
 
『
源
氏
物
語
』
 
に
対
す
る
評
価
は
、
「
古
典
に
お
け
る
世
界
文
学
の
最
高
傑
作
」
と
い
う
輝
か
し
い
評
価
に
始
ま
り
、
「
世
界
で
最
 
 

丁
h
こ
 
 

｛
5
一
 
 

一
4
U
 
 

r
3
）
 
 

古
の
長
編
写
実
小
説
」
、
「
世
界
三
大
古
興
の
一
つ
」
、
「
最
初
の
恋
愛
物
語
に
お
け
る
世
界
的
傑
作
」
「
世
界
の
十
二
大
小
説
」
÷
世
界
文
芸
史
 
 

二
T
こ
 
 

の
一
つ
の
大
き
な
謎
」
な
ど
高
い
。
稿
者
は
、
何
と
か
こ
の
よ
う
な
 
『
源
氏
物
語
』
を
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
語
を
母
語
と
す
る
人
達
に
原
文
に
忠
実
 
 

に
伝
え
た
い
と
考
え
て
い
る
。
民
族
に
は
そ
れ
ぞ
れ
固
有
の
文
化
が
あ
り
、
翻
訳
は
異
文
化
を
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
の
行
為
な
の
で
困
難
が
 
 

つ
き
ま
と
っ
て
い
る
。
し
か
し
翻
訳
に
あ
た
っ
て
は
、
異
文
化
間
の
言
語
が
一
対
一
に
対
応
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
『
源
氏
物
語
』
 
は
、
 
 

日
本
の
王
朝
文
化
を
枠
組
み
と
し
て
い
る
か
ら
、
そ
の
王
朝
文
化
を
支
え
る
政
治
・
社
会
・
宗
教
・
習
俗
、
さ
ら
に
家
族
・
氏
族
共
同
体
の
原
 
 

則
、
結
婚
制
度
、
当
時
の
子
女
教
育
と
い
っ
た
様
々
な
問
題
が
あ
る
。
本
論
は
、
『
源
氏
物
語
』
 
ミ
ャ
ン
マ
ー
語
訳
に
向
け
て
の
基
礎
作
業
の
 
 

一
環
で
あ
る
。
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3   

ま
た
、
古
興
文
学
で
あ
る
 
『
源
氏
物
語
』
 
の
翻
訳
は
、
近
代
・
現
代
の
文
学
作
品
の
外
国
語
訳
と
比
べ
、
は
る
か
に
問
題
点
が
多
く
困
難
で
 
 

あ
る
。
言
い
換
え
る
と
、
空
間
的
な
問
題
、
す
な
わ
ち
二
次
元
性
の
問
題
点
・
困
難
性
だ
け
で
は
な
く
、
年
代
す
な
わ
ち
時
代
軸
も
関
与
し
た
 
 

（
三
次
元
）
的
な
問
題
点
・
困
難
性
が
あ
る
。
こ
れ
は
ま
た
、
異
文
化
性
と
い
う
点
か
ら
い
え
ば
、
『
源
氏
物
語
』
 
の
翻
訳
に
は
、
二
次
元
的
 
 

異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
壁
・
異
文
化
衝
実
に
と
ど
ま
ら
ず
、
（
三
次
元
的
緊
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
壁
・
繁
文
化
衝
実
）
 
が
 
 

存
在
し
て
い
る
と
い
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
論
で
は
、
輿
文
化
衝
突
・
興
文
化
の
輝
い
壁
の
中
で
も
、
宗
教
・
習
俗
の
単
文
化
衝
実
を
と
り
 
 

あ
げ
、
『
源
氏
物
語
』
 
ミ
ャ
ン
マ
ー
語
翻
訳
は
、
ど
の
よ
う
に
仏
教
（
信
仰
を
含
む
）
 
文
化
を
移
し
か
え
ら
れ
る
か
と
い
う
問
題
を
、
仏
教
文
 
 

化
及
び
仏
教
語
彙
・
文
法
な
ど
の
対
応
す
る
側
面
か
ら
考
え
る
。
 
 
 

宗
教
や
信
仰
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
化
・
社
会
に
と
っ
て
基
層
的
な
要
素
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
異
文
化
性
と
は
、
結
局
、
こ
の
 
 

宗
教
と
信
仰
の
適
い
に
あ
る
と
い
っ
て
も
よ
い
。
『
源
氏
物
語
』
 
の
翻
訳
に
あ
た
っ
て
、
各
国
語
の
翻
訳
家
が
困
難
を
感
じ
た
の
は
、
こ
の
宗
 
 

教
■
信
仰
が
自
国
の
そ
れ
と
全
く
異
な
り
、
対
応
す
る
語
嚢
が
な
い
場
合
が
多
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
浄
土
信
仰
関
係
で
も
浄
土
 
 
 

（
極
楽
）
、
凡
夫
、
観
想
（
禅
定
 
止
観
）
、
往
生
、
来
迎
、
紫
雲
な
ど
と
い
っ
た
語
菓
、
ま
た
末
法
思
想
で
は
、
正
法
、
條
法
、
末
法
、
法
滅
、
 
 

大
三
災
な
ど
の
用
語
が
翻
訳
困
難
な
語
彙
と
し
て
あ
る
。
 
 
 

ミ
ャ
ン
マ
ー
は
、
日
本
と
同
じ
く
仏
教
国
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
欧
米
の
 
『
源
氏
物
語
』
翻
訳
に
比
べ
て
有
利
な
立
場
に
あ
る
。
 
 

た
だ
し
日
本
の
古
代
の
仏
教
と
信
仰
が
、
現
在
の
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
そ
れ
と
は
異
な
っ
て
い
る
点
も
多
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
 
 

第
二
節
 
『
源
氏
物
語
』
 
時
代
の
仏
教
と
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
仏
教
に
つ
い
て
 
 

平
安
初
期
、
仏
教
と
政
治
の
強
い
癒
着
へ
の
批
判
か
ら
、
政
教
分
離
策
に
よ
る
仏
教
の
刷
新
が
図
ら
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
最
澄
（
伝
教
大
師
）
 
 

の
天
台
宗
、
空
海
 
（
弘
法
大
師
）
 
の
其
吉
宗
が
出
現
し
根
を
下
ろ
し
た
。
其
吉
宗
は
、
加
持
祈
祷
を
通
し
、
現
世
に
お
け
る
欲
望
の
実
現
を
図
 
 

る
現
世
利
益
的
傾
向
の
強
い
宗
派
で
、
密
教
 
（
加
持
祈
祷
な
ど
の
秘
法
に
よ
り
即
身
成
仏
を
目
指
す
）
 
と
い
う
神
秘
的
な
儀
式
を
も
つ
も
の
で
 
 

あ
る
。
最
澄
に
よ
り
顕
扱
が
導
入
さ
れ
成
立
し
た
天
台
宗
も
ま
た
、
九
世
紀
末
に
な
る
と
最
澄
の
後
継
者
円
仁
・
円
珍
に
よ
り
密
教
化
し
て
い
 
 

く
。
円
仁
は
人
膚
し
、
こ
の
時
、
浄
土
教
思
想
を
日
本
に
伝
え
、
こ
れ
を
天
台
宗
の
教
理
の
一
部
と
し
て
い
る
。
こ
れ
が
一
〇
世
紀
半
ば
頃
よ
 
 

り
、
空
也
・
良
源
・
源
信
に
よ
り
浄
土
信
仰
と
し
て
確
立
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
浄
土
信
仰
は
、
阿
弥
陀
仏
を
信
じ
、
来
世
に
お
け
る
極
楽
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4  

浄
土
へ
の
往
生
を
願
う
も
の
で
あ
っ
た
。
紫
式
部
が
 
『
源
氏
物
語
』
を
書
く
の
を
支
え
、
助
言
を
与
え
た
と
い
う
藤
原
道
長
、
そ
し
て
彼
の
父
 
 

兼
家
も
こ
の
時
代
に
入
る
。
 
 
 

こ
の
時
代
は
ま
た
、
浄
土
信
仰
が
起
こ
っ
た
も
と
を
な
す
「
末
法
」
 
の
時
代
 
（
釈
迦
入
滅
二
〇
〇
〇
年
後
、
永
承
七
年
（
一
〇
五
二
年
）
、
 
 

人
末
法
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
た
）
 
が
迫
り
、
世
の
中
に
大
災
害
が
起
こ
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
。
浄
土
信
仰
は
、
こ
の
末
法
思
想
と
む
す
 
 

ぴ
つ
い
て
貴
族
社
会
の
み
な
ら
ず
当
時
の
民
衆
の
信
仰
に
も
入
り
込
ん
で
い
っ
た
。
『
源
氏
物
語
』
は
、
こ
の
よ
う
な
当
時
の
仏
教
文
化
の
中
 
 

で
成
立
し
た
た
め
に
、
浄
土
信
仰
及
び
末
法
思
想
を
大
き
く
と
り
こ
ん
で
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
原
文
に
忠
実
な
翻
訳
を
目
指
す
に
は
、
こ
の
 
 

仏
教
文
化
と
信
仰
に
対
す
る
十
分
な
配
慮
が
必
要
と
な
ろ
う
。
 
 
 

で
は
、
『
源
氏
物
語
』
が
成
立
し
た
一
〇
世
紀
か
ら
一
一
世
紀
に
か
け
て
、
古
代
国
家
が
有
し
て
い
た
仏
教
信
仰
及
び
仏
教
文
化
を
現
代
の
ミ
ャ
 
 

ン
マ
ー
の
仏
教
の
方
か
ら
み
た
場
合
、
ど
の
よ
う
な
矯
似
と
差
異
を
も
つ
の
で
あ
ろ
う
か
。
 
 
 

ミ
ャ
ン
マ
ー
は
、
今
に
続
く
敬
虜
な
仏
教
国
で
、
男
女
は
少
な
く
と
も
一
度
は
僧
院
生
活
を
送
る
習
慣
が
あ
る
。
ま
ず
七
歳
か
ら
一
一
二
二
 
 

歳
ま
で
に
剃
髪
し
て
僧
院
生
活
を
実
体
験
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
本
人
に
と
っ
て
は
成
人
に
な
る
通
過
儀
礼
を
意
味
し
、
ミ
ャ
ン
 
 

マ
ー
語
で
男
は
「
コ
イ
ン
 
（
小
僧
）
」
、
女
は
「
メ
ー
テ
ィ
ー
ラ
シ
ン
 
（
子
供
の
尼
僧
）
」
、
そ
の
儀
式
は
「
シ
ン
ピ
ユ
‥
、
、
ン
ガ
ラ
プ
エ
ー
」
と
呼
 
 

■
8
）
 
 

ば
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
家
族
に
と
っ
て
《
仏
へ
の
功
徳
》
と
さ
れ
、
仏
教
に
お
け
る
「
横
着
功
徳
」
の
大
き
な
一
つ
に
な
っ
て
い
る
。
 
 
 

ま
た
、
仏
教
を
基
に
、
日
常
的
に
瞑
想
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
。
人
々
は
、
職
業
に
つ
き
家
庭
生
活
を
送
り
な
が
ら
も
、
時
間
を
作
り
僧
 
 

院
で
修
業
生
活
を
送
っ
た
り
、
ま
た
週
末
や
会
社
の
休
み
を
瞑
想
院
で
過
ご
し
た
り
し
て
い
る
。
な
か
に
は
長
期
間
、
半
ば
出
家
し
た
よ
う
な
 
 

形
で
瞑
想
院
に
住
み
込
む
人
も
い
る
。
そ
の
他
、
女
性
達
は
、
母
・
妻
・
主
婦
と
し
て
の
生
活
が
一
段
落
す
る
老
後
に
、
僧
院
で
瞑
想
に
明
け
 
 

暮
れ
る
生
活
が
理
想
と
考
え
て
い
る
人
が
少
な
く
な
い
。
そ
う
い
う
よ
う
な
人
達
を
「
ヨ
ー
ギ
ー
（
O
n
e
宅
F
O
p
r
a
C
許
e
s
r
e
厨
i
O
u
S
m
e
d
i
什
註
O
n
 
 

パ
ー
リ
語
＝
y
？
g
i
）
」
と
い
う
。
 
 
 

次
に
 
『
源
氏
物
語
』
 
に
お
い
て
大
き
く
扱
わ
れ
て
い
る
出
家
思
想
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
。
出
家
と
は
、
剃
髪
し
世
俗
生
活
を
離
れ
、
仏
典
 
 

の
学
習
や
瞑
想
を
中
心
と
し
た
禁
欲
生
活
に
入
る
こ
と
で
あ
る
。
『
源
氏
物
語
』
 
の
な
か
、
藤
壷
（
賢
木
巻
）
、
六
条
御
息
所
（
浮
標
巻
）
、
空
 
 

蝉
 
（
関
屋
巻
）
、
未
雀
院
 
（
若
菜
上
巻
）
、
臆
月
夜
 
（
若
菜
下
巻
）
、
女
三
宮
 
（
柏
木
巻
）
、
浮
舟
 
（
手
習
巻
）
 
ら
が
出
家
し
て
い
る
。
し
か
し
 
 

『
源
氏
物
語
』
 
の
女
性
出
家
者
は
、
髪
を
完
全
に
剃
髪
す
る
の
で
は
な
く
、
肩
の
と
こ
ろ
で
切
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
は
、
 
 

男
女
間
わ
ず
多
く
の
人
々
に
出
家
願
望
が
あ
り
、
現
在
、
女
性
出
家
者
「
ヤ
テ
ッ
パ
ン
ニ
ア
ィ
ー
ラ
シ
ン
」
 
は
約
三
万
人
い
る
と
い
わ
れ
て
い
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る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
一
時
的
な
出
家
者
も
あ
り
、
こ
れ
を
「
ド
ン
ラ
バ
 
（
a
霹
巴
巨
m
e
ロ
t
O
f
b
弓
d
・
t
？
a
C
h
i
e
く
e
m
O
ロ
k
（
n
u
n
）
h
0
0
d
e
完
n
q
 
 

O
n
官
許
r
a
s
b
O
r
t
p
e
ユ
b
d
O
f
駐
m
e
）
」
と
い
う
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
は
、
現
在
で
も
、
仏
教
教
育
に
は
非
常
に
熱
心
で
、
毎
年
仏
教
の
国
家
試
験
が
 
 

行
わ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
パ
ガ
ン
王
朝
時
代
か
ら
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
の
よ
う
な
仏
教
的
社
会
環
境
は
、
ま
だ
ま
だ
こ
の
ま
ま
 
 

続
い
て
い
く
こ
と
に
な
る
と
思
え
る
。
 
 
 

ま
た
、
各
家
族
・
住
居
に
は
仏
壇
が
あ
り
、
毎
日
祈
り
ま
た
時
間
を
作
り
お
経
を
あ
げ
る
な
ど
し
て
い
る
。
夜
眠
る
前
、
朝
起
き
た
時
、
仏
 
 

き
は
い
 
 

壇
の
前
で
三
回
脆
拝
（
五
体
投
地
＝
両
膝
・
両
肘
・
額
を
地
に
つ
け
て
、
仏
條
・
尊
者
な
ど
を
拝
す
る
こ
と
）
す
る
ご
」
の
時
、
「
仏
陀
の
九
 
 

こ
い
し
ゆ
七
さ
上
・
「
 
徳
」
や
「
八
正
道
」
な
ど
の
経
を
咽
え
た
り
、
瞑
想
し
た
り
す
る
。
ま
た
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
人
々
の
な
か
に
は
、
讃
呪
軽
「
パ
イ
ェ
イ
 
（
S
u
旨
 
 

t
O
W
胃
d
O
顎
e
墓
O
r
h
a
r
m
）
」
 
に
対
す
る
信
仰
心
が
非
常
に
強
い
。
人
々
は
、
日
頃
、
時
間
を
作
り
話
経
し
て
い
る
。
こ
れ
は
法
会
「
パ
イ
ェ
 
 

イ
ボ
ェ
」
 
に
て
、
憎
に
よ
り
加
持
祈
祷
と
し
て
詣
経
さ
れ
る
。
こ
の
 
「
パ
イ
エ
イ
」
と
い
う
経
は
、
呪
術
的
な
力
を
持
っ
て
い
る
と
さ
れ
て
、
 
 

『
源
氏
物
語
』
時
代
の
法
華
経
の
役
割
と
似
て
い
る
と
い
え
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
古
来
、
多
く
の
行
事
、
法
会
に
お
い
て
、
僧
侶
に
 
 

よ
る
こ
の
読
経
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
「
不
幸
や
災
い
か
ら
護
ら
れ
る
」
と
信
じ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
日
常
的
に
身
内
に
大
病
が
出
 
 

た
り
す
る
と
、
信
頼
す
る
僧
侶
を
呼
ん
で
、
こ
の
 
「
パ
イ
エ
イ
」
を
あ
げ
て
も
ら
い
病
気
治
癒
を
願
う
。
『
源
氏
物
語
』
 
に
お
い
て
、
桐
蓉
の
 
 

更
衣
が
病
重
く
衰
弱
し
、
宮
中
を
退
出
す
る
時
の
更
衣
の
母
君
の
吉
葉
、
ま
た
年
老
い
た
病
の
乳
母
を
見
舞
っ
た
時
の
光
源
氏
の
言
葉
の
な
か
 
 

な
ど
に
、
数
多
く
加
持
祈
祷
が
登
場
す
る
。
こ
の
他
に
も
呪
文
を
唱
え
た
り
、
滅
罪
経
興
を
詞
経
し
た
り
す
る
場
面
も
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
。
 
 
 

こ
の
よ
う
に
千
年
の
時
代
を
隔
て
た
現
在
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
地
に
は
、
『
源
氏
物
語
』
時
代
の
雰
囲
気
を
醸
し
だ
す
宗
教
的
風
俗
習
慣
が
ま
 
 

だ
残
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

こ
こ
で
 
『
源
氏
物
語
』
 
に
関
連
し
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
歴
史
を
振
り
返
っ
て
み
る
。
 
 
 

ビ
ル
マ
＝
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
〝
そ
の
起
源
は
「
パ
ガ
ン
」
か
ら
″
と
言
わ
れ
て
い
る
。
と
い
う
の
は
建
国
の
父
祖
で
あ
る
ア
ノ
ウ
ラ
ー
タ
王
が
、
 
 

一
〇
四
四
年
全
国
を
統
一
し
、
こ
の
地
に
「
パ
ガ
ン
王
朝
」
を
築
い
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
時
期
は
、
『
源
氏
物
語
』
が
書
き
始
め
ら
れ
た
の
 
 

は
西
暦
一
〇
〇
〇
年
に
入
っ
て
ま
も
な
く
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
約
四
〇
年
後
、
そ
し
て
作
者
紫
式
部
没
後
約
三
〇
年
、
ま
た
 
『
源
氏
物
語
』
が
 
 

世
に
出
る
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
、
藤
原
道
長
没
後
約
一
七
年
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
 
 
 

さ
て
仏
教
に
帰
依
し
た
ア
ノ
ウ
ラ
ー
タ
王
は
、
モ
ン
族
の
高
僧
シ
ン
・
ア
ラ
ハ
ン
と
出
会
い
、
仏
教
に
帰
依
し
、
パ
ガ
ン
に
仏
教
を
根
付
か
 
 

せ
た
の
で
あ
る
。
仏
教
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
ゴ
ー
タ
マ
・
ブ
ッ
ダ
に
よ
っ
て
説
か
れ
た
教
え
で
あ
り
、
プ
ッ
ダ
は
そ
の
出
発
点
と
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し
て
「
人
生
、
現
世
は
苦
な
り
」
と
い
う
。
仏
教
で
は
こ
れ
が
大
前
提
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
《
苦
の
原
因
〉
は
、
人
が
、
世
の
存
 
 

在
が
窟
州
常
》
で
あ
る
こ
と
に
対
す
る
認
識
を
欠
い
て
い
る
か
ら
だ
と
説
く
。
こ
の
世
の
中
、
何
一
つ
じ
っ
と
留
ま
る
も
の
は
な
い
、
全
て
の
 
 

も
の
は
移
ろ
い
行
く
、
生
じ
た
も
の
は
必
ず
滅
す
る
。
《
諸
行
無
常
》
な
の
で
あ
る
。
ブ
ッ
ダ
は
こ
の
よ
う
な
苦
に
対
し
、
自
分
自
身
を
鍛
え
 
 

る
こ
と
を
説
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
諸
行
無
常
と
い
う
思
想
が
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
の
か
を
パ
 
 

ガ
ン
王
朝
の
詩
か
ら
考
え
て
み
る
。
 
 

一
一
七
〇
年
代
の
始
め
頃
、
ナ
ラ
バ
テ
ィ
シ
ト
ゥ
と
い
う
機
知
と
洞
察
力
に
優
れ
た
王
が
い
た
。
彼
は
兄
の
部
下
で
あ
っ
た
ア
ナ
ン
ダ
ト
ゥ
 
 

リ
ヤ
を
斬
首
の
刑
に
処
し
た
。
彼
、
ア
ナ
ン
ダ
ト
ゥ
リ
ヤ
は
節
操
堅
く
、
知
的
な
勇
者
で
あ
っ
た
が
不
運
な
こ
と
に
、
前
王
の
陰
謀
に
巻
き
込
 
 

ま
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
 
 
 

ア
ナ
ン
ダ
ト
ゥ
リ
ヤ
は
死
に
臨
み
、
詩
を
唱
し
、
ナ
ラ
バ
テ
ィ
シ
ト
ゥ
王
に
残
し
た
。
 
 

｛
q
エ
 
 

「
世
の
な
ら
い
」
 
 
 

わ
が
君
、
君
も
ま
た
 
 
 

時
め
き
て
の
ち
は
 
 
 

う
つ
ろ
ひ
消
え
ゆ
く
も
の
の
一
人
に
存
し
給
ふ
 
 

そ
は
自
然
理
法
の
さ
だ
め
な
り
 
 
 

威
か
め
し
き
卿
達
に
か
し
づ
か
れ
 
 
 

貴
金
色
あ
や
な
す
王
宮
の
中
に
 
 
 

わ
が
君
は
、
お
ご
そ
か
に
座
し
給
ふ
 
 

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
 
 
 

さ
ま
れ
君
が
歓
楽
も
、
わ
だ
つ
海
の
上
に
 
 

ヽ
 
 
 
ヽ
 
 
ヽ
 
 
ヽ
 
 
ヽ
 
 
ヽ
 
 
ヽ
 
 
ヽ
 
 
ヽ
 
 
ヽ
 
 
ヽ
 
 
ヽ
 
 
ヽ
 
 
ヽ
 
 
ヽ
 
 
ヽ
 
 
ヽ
 
 
 

か
つ
浮
か
び
、
か
つ
消
ゆ
る
水
泡
の
ご
と
し
 
 

須
斐
の
生
と
と
も
に
失
す
な
り
 
 
 

よ
し
君
あ
は
れ
み
も
て
わ
が
玉
の
緒
を
つ
な
ぎ
 
 
 

わ
れ
に
青
天
白
日
の
日
を
与
へ
た
ま
ふ
と
も
 
 

の  

〃  

つ  

つ
乃
 
 

よ
S
暇
S
票
〈
§
臥
－
 
 

の
喜
伽
H
ふ
．
の
づ
乱
撃
 
 

つ
 
 

』
S
㌢
§
3
瑠
－
 
 

巧
の
 
 

占
3
n
G
巾
〇
8
日
0
－
 
 
 

¢
咄
R
Y
U
3
陀
…
＝
 
 
 

盛
敷
革
ゆ
巾
同
s
ふ
‥
鼠
‥
ひ
ー
 
 

¢
‰
の
崇
‥
♪
塵
乱
読
も
か
儲
同
伽
－
 
 

つ
○
つ
 

り
っ
 
 

⑳
佗
‥
◎
¢
¢
へ
頑
じ
否
C
‥
盛
¢
‥
H
Y
U
3
U
‥
 
 
 

臼
諾
瑠
G
遥
3
篭
8
臥
－
 
 

つ
つ
つ
 
 

む
∩
8
S
3
日
陀
示
β
瓜
3
C
年
U
－
 
 

巧
の
 
 

O
U
包
（
G
3
∩
授
U
3
陀
‥
ニ
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こ
れ
を
詠
ん
だ
時
の
王
の
様
子
が
今
に
伝
わ
っ
て
い
る
。
 
 
 

「
王
、
こ
の
書
を
読
み
、
い
た
く
悔
恨
の
念
を
禁
じ
得
ず
、
屡
々
喘
ぎ
気
絶
せ
り
」
と
。
 
 
 

こ
の
詩
に
は
、
強
く
「
来
世
」
が
意
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
世
、
現
世
は
〝
仮
の
宿
″
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
現
世
 
 

に
関
し
て
は
「
無
常
」
、
何
一
つ
じ
っ
と
留
ま
る
も
の
は
な
い
。
全
て
の
も
の
は
移
ろ
い
行
く
、
朽
ち
果
て
る
。
立
派
な
御
殿
も
黄
金
色
あ
や
 
 

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
 
 

な
す
宮
殿
も
全
て
必
ず
消
滅
す
る
、
わ
だ
つ
海
の
上
に
、
か
つ
浮
か
び
、
か
つ
消
ゆ
る
水
泡
の
ご
と
し
と
訴
え
て
い
る
ご
」
の
傍
点
の
部
は
ミ
ャ
 
 

つ
つ
q
 
ン
マ
一
語
で
「
タ
モ
ッ
ダ
ヤ
ー
・
イ
エ
ミ
ュ
ナ
ー
デ
ッ
、
カ
ナ
テ
ッ
テ
ィ
・
イ
ェ
プ
エ
ッ
パ
マ
ー
〈
ヒ
諾
竃
の
表
3
ゆ
呂
㌫
－
賀
S
3
日
喝
 
 
 

そ
は
掲
魔
の
業
、
悌
陀
の
現
は
れ
、
 
 

此
の
世
に
命
あ
る
も
の
に
し
て
 
 

常
に
極
ま
ら
ず
朽
ち
行
き
 
 
 

う
つ
ろ
ひ
行
く
、
こ
れ
ぞ
さ
だ
め
な
れ
。
 
 

あ
は
れ
な
る
願
ひ
ま
た
祈
り
よ
り
 
 

必
ず
来
る
べ
き
鷹
報
の
と
が
来
世
ま
で
に
な
ひ
行
く
を
わ
れ
は
欲
せ
ず
 
 
 

ヽ
 
 
ヽ
 
 
ヽ
 
 
ヽ
 
 
ヽ
 
 
ヽ
 
 
ヽ
 
 
ヽ
 
 
ヽ
 
 
ヽ
 
 
ヽ
 
 
ヽ
 
 
ヽ
 
 

宿
世
の
罪
の
果
て
な
る
こ
の
運
命
 
 
 

ヽ
 
 
ヽ
 
 
 
ヽ
 
 
 
ヽ
 
 
 
ヽ
 
 
ヽ
 
 
ヽ
 
 
ヽ
 
 
ヽ
 
 
ヽ
 
 
ヽ
 
 

掴
ま
ん
こ
と
こ
そ
わ
が
願
ひ
 
 

従
容
と
時
を
待
た
む
 
 
 

わ
が
胸
は
静
か
な
り
 
 

や
さ
し
き
君
、
君
に
遺
恨
の
あ
る
な
く
 
 

君
が
御
と
が
、
わ
が
心
よ
り
許
し
ま
つ
ら
む
 
 

そ
は
君
の
行
為
に
て
は
あ
ら
ざ
れ
ば
な
り
、
 
 

危
難
、
死
滅
、
そ
は
こ
の
人
の
世
に
 
 

常
住
す
る
な
る
敵
に
て
こ
そ
あ
れ
 
 

自
然
の
さ
だ
め
に
て
こ
そ
あ
れ
。
 
 

囚
加
増
ヒ
頂
一
♀
営
‥
¢
8
‰
■
 
 

つ
つ
 
 

8
鳩
虚
3
3
化
‥
●
 
 

¢
虚
‰
同
篭
遥
3
如
§
華
 
 

○
つ
つ
 
 

む
帥
0
〃
∩
（
良
化
一
 
 
 

塁
3
甘
雷
S
㌫
＆
S
‰
日
払
－
 
 

遥
3
㊦
§
■
ヒ
9
3
む
3
払
芸
 
つ
 
 

琴
G
鼓
の
⑤
 
 

つ
つ
′
■
つ
 
 

奄
針
警
■
C
認
j
塁
 
 

登
成
育
£
－
払
§
㊦
㌫
甲
 
 

田
も
2
‰
息
琴
 
 

息
．
¢
£
皐
聞
取
払
旬
‰
ピ
サ
 
 

と
む
伽
乳
ふ
藍
‰
㊦
㌻
伽
一
 
 

旦
儀
甘
蔓
乳
遥
悪
C
‥
‰
一
 
 

つ
 
の
童
ヒ
批
息
吟
■
甘
砂
d
3
唱
＝
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G
諾
乱
C
S
）
」
と
な
る
。
こ
の
部
に
関
連
し
て
仏
教
の
根
底
に
あ
る
「
無
常
・
無
常
観
」
に
つ
い
て
述
べ
た
鴨
長
明
の
『
方
丈
記
』
の
中
に
も
 
 

「
淀
み
に
浮
か
ぶ
う
た
か
た
 
（
水
の
泡
）
 
は
、
か
つ
消
え
か
つ
結
び
て
、
久
し
く
と
ゞ
ま
り
た
る
例
な
し
」
の
一
文
が
あ
り
、
共
に
「
無
常
」
 
 

の
表
現
・
喩
え
に
対
し
、
「
水
泡
」
に
目
を
つ
け
て
い
る
こ
と
が
非
常
に
興
味
深
い
。
 
 
 

こ
れ
に
対
し
て
、
『
源
氏
物
語
』
の
時
代
は
ど
う
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
『
源
氏
物
語
』
が
世
に
出
た
藤
原
国
風
文
化
時
代
、
特
に
藤
原
道
長
、
 
 

紫
式
部
の
時
代
は
、
摂
関
政
治
の
全
盛
期
で
あ
っ
た
。
し
か
し
当
時
の
人
々
の
心
の
中
に
は
、
前
述
の
仏
教
の
根
幹
と
も
い
え
る
「
無
常
思
 
 

想
」
、
さ
ら
に
 
「
末
法
思
想
」
が
宿
っ
て
い
た
。
 
 
 

仏
教
に
は
正
法
、
條
法
、
末
法
と
い
う
三
区
分
が
あ
り
、
『
源
氏
物
語
』
の
頃
は
、
仏
法
が
衰
え
天
災
地
変
が
起
こ
る
と
い
う
「
末
法
」
が
 
 

近
づ
い
て
き
た
時
期
で
、
人
々
の
心
の
中
に
不
安
が
広
が
り
だ
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
貴
族
や
庶
民
も
含
め
、
人
々
は
現
実
に
対
 
 

す
る
期
待
を
捨
て
、
来
世
に
お
け
る
安
楽
、
幸
せ
を
願
う
浄
土
思
想
が
広
が
り
、
こ
れ
は
浄
土
信
仰
と
し
て
勢
力
を
広
げ
て
い
っ
た
。
こ
れ
に
 
 

よ
り
多
く
の
阿
弥
陀
堂
・
阿
弥
陀
仏
が
作
ら
れ
、
こ
れ
ら
は
建
築
、
彫
刻
に
と
ど
ま
ら
ず
絵
画
 
（
極
楽
往
生
を
願
う
人
々
を
迎
え
る
た
め
、
西
 
 

方
浄
土
か
ら
阿
弥
陀
仏
と
観
世
音
菩
薩
、
普
賢
菩
薩
の
三
尊
が
雲
に
乗
っ
て
や
っ
て
来
る
来
迎
図
な
ど
）
な
ど
に
も
及
び
、
歴
史
的
に
は
浄
土
 
 

芸
術
と
称
さ
れ
る
ま
で
に
な
っ
て
い
る
。
 
 
 

『
源
氏
物
語
』
 
の
 
「
諸
行
無
常
」
の
思
想
が
み
え
る
と
こ
ろ
は
、
た
と
え
ば
「
夕
顔
」
 
の
次
の
一
節
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
 
 
 

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
 
 

カ
・
〓
し
と
ム
 
 

門
は
前
の
や
う
な
る
押
し
上
げ
た
る
、
見
入
れ
の
ほ
ど
な
く
も
の
は
か
な
き
住
ま
ひ
を
、
あ
は
れ
に
、
い
づ
こ
か
さ
し
て
と
思
ほ
し
な
せ
 
 

、
一
一
し
h
▲
 
 

ば
、
玉
の
台
も
同
じ
こ
と
な
り
。
（
①
夕
顔
一
三
六
頁
）
 
 

こ
の
文
で
は
、
傍
点
部
「
い
づ
こ
か
さ
し
て
」
は
「
世
の
中
は
い
づ
れ
か
さ
し
て
わ
が
な
ら
む
行
き
と
ま
る
を
ぞ
宿
と
さ
だ
む
る
 
（
古
今
・
 
 

ヤ
へ
む
ぐ
ら
 
 

雑
下
 
読
人
し
ら
ず
）
、
何
せ
む
に
玉
の
台
も
八
重
樺
は
へ
ら
む
宿
に
二
人
こ
そ
寝
め
 
（
古
今
六
帖
・
六
）
」
 
の
引
歌
の
技
巧
が
使
わ
れ
て
い
る
。
 
 
 

こ
れ
を
訳
す
と
「
門
は
、
吊
り
下
げ
た
蔀
の
よ
う
な
も
の
を
押
し
上
げ
て
あ
っ
て
、
外
か
ら
見
る
と
奥
行
き
も
な
く
、
貧
し
い
感
じ
の
す
る
 
 

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
 
 

住
居
で
、
し
み
じ
み
気
の
毒
な
思
い
が
す
る
が
、
こ
の
世
、
現
世
は
ど
こ
で
も
仮
の
宿
だ
、
と
お
考
え
に
な
る
と
、
こ
こ
も
立
派
な
御
殿
で
も
 
 

何
ら
変
わ
り
が
な
い
、
同
じ
で
あ
ろ
う
…
」
と
な
る
。
 
 

ヽ
 
 
 
ヽ
 
 
 
ヽ
 
 
 
ヽ
 
 
 
ヽ
 
 
 
ヽ
 
 
 
ヽ
 
 
 
ヽ
 
 
 
ヽ
 
 
 
ヽ
 
 
 
ヽ
 
 
 
ヽ
 
 
 
ヽ
 
 
 
ヽ
 
 
 
ヽ
 
 
 
ヽ
 
 
 
ヽ
 
 
 
ヽ
 
 
 
ヽ
 
 
 
ヽ
 
 
 
ヽ
 
 
 
ヽ
 
 
 
ヽ
 
 
 
ヽ
 
 
 
ヽ
 
 
 
ヽ
 
 
 
ヽ
 
 
 
ヽ
 
 
 
ヽ
 
 
 
ヽ
 
 
 
ヽ
 
 
 
ヽ
 
 
 
ヽ
 
 
 
ヽ
 
 
 
ヽ
 
 
 

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
パ
ガ
ン
の
地
で
栄
え
た
仏
教
は
功
徳
を
つ
む
こ
と
に
よ
り
、
親
な
ど
の
身
内
や
自
ら
の
来
世
の
安
楽
、
幸
せ
を
願
う
も
の
で
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あ
っ
た
り
 
そ
う
し
て
こ
れ
が
あ
の
移
し
い
数
の
パ
ゴ
ダ
や
椚
院
の
建
立
・
仏
條
・
壁
画
な
ど
の
㈱
作
に
つ
な
が
り
、
こ
こ
に
絢
爛
た
る
仏
教
文
 
 

化
が
化
開
い
た
の
で
あ
る
n
 
こ
の
よ
う
に
 
『
源
氏
物
語
』
時
代
の
臓
原
図
風
文
化
と
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
パ
ガ
ン
仏
教
文
化
と
は
、
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
 
 

ン
ド
に
共
通
の
原
点
と
も
い
え
る
仏
教
の
教
義
が
存
在
し
、
ま
た
来
世
で
の
幸
せ
を
願
う
な
ど
、
「
l
j
時
の
社
会
瑚
塊
に
お
い
て
多
く
の
相
似
点
 
 

が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
 
 
 

以
L
述
べ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
は
 
『
源
氏
物
語
』
時
代
に
対
応
す
る
パ
ガ
ン
仁
剛
の
仏
教
文
化
・
仏
教
思
想
が
、
延
々
と
現
 
 

在
に
至
る
ま
で
し
っ
か
り
と
伝
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
n
 
 

第
三
節
 
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
お
け
る
死
霊
・
精
霊
信
仰
に
関
し
て
 
 

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
各
家
庭
に
は
、
家
庭
の
要
で
あ
る
仏
鳩
が
あ
っ
て
、
仏
鳩
の
中
心
は
仏
條
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
少
し
下
に
は
信
仰
す
る
商
 
 

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
 
 

僧
や
神
格
の
像
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
人
遵
は
神
通
力
、
超
自
然
力
を
持
ち
、
人
々
を
守
り
、
祈
願
の
成
就
に
力
を
貸
し
て
く
れ
る
と
さ
 
 

れ
て
い
る
。
こ
れ
に
加
え
て
こ
の
仏
教
の
世
界
観
の
中
に
〝
ナ
ッ
″
（
〃
‰
）
と
呼
ば
れ
る
梢
霊
が
い
ろ
い
ろ
な
形
で
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。
そ
 
 

う
し
て
現
在
で
も
こ
の
梢
認
に
何
か
を
願
う
場
合
、
そ
の
間
を
取
り
持
つ
霊
媒
（
ナ
ッ
ガ
ー
ド
ー
 

（
〃
‰
3
の
3
っ
）
）
と
い
う
存
在
が
利
用
さ
れ
 
 

る
こ
と
も
あ
る
。
霊
に
関
し
て
は
、
『
源
氏
物
語
』
 
に
お
い
て
も
後
述
す
る
よ
う
に
「
夕
顔
」
・
「
葵
」
巻
な
ど
で
大
き
く
取
り
扱
わ
れ
、
重
要
 
 

な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
『
源
氏
物
語
』
 
ミ
ャ
ン
マ
ー
語
翻
訳
に
向
け
て
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
お
け
る
怨
霊
信
仰
、
さ
ら
に
死
詔
・
精
 
 

霊
そ
し
て
霊
煤
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
る
。
 
 
 

ミ
ャ
ン
マ
ー
に
は
、
宗
教
の
原
初
的
な
超
自
然
観
で
あ
る
ア
ニ
ミ
ズ
ム
の
よ
う
な
観
念
も
生
き
続
い
て
い
る
。
す
な
わ
ち
自
然
界
の
あ
ら
ゆ
 
 

る
事
物
は
、
固
有
の
霊
魂
や
精
霊
な
ど
の
頚
的
存
在
を
有
し
、
地
上
に
起
こ
る
諸
現
象
は
、
全
て
そ
の
意
思
や
働
き
に
起
因
す
る
も
の
と
信
ず
 
 

る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
こ
れ
が
自
然
・
摘
要
襲
拝
に
、
そ
う
し
て
さ
ら
に
精
霊
信
仰
と
い
う
形
を
作
り
上
げ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
ミ
ャ
 
 

ン
マ
ー
の
人
々
は
、
人
・
動
物
そ
し
て
無
生
物
に
ま
で
も
超
自
然
的
存
在
、
気
、
精
霊
な
ど
が
宿
り
、
そ
し
て
こ
れ
ら
は
諸
状
況
に
よ
り
、
そ
 
 

の
肉
体
、
物
体
か
ら
遊
離
、
解
放
さ
れ
る
と
考
え
、
こ
れ
ら
を
心
底
か
ら
恐
れ
、
畏
敬
し
、
信
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
 
 

ら
の
う
ち
最
も
普
通
に
言
わ
れ
る
肉
体
か
ら
の
遊
離
、
解
放
が
死
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
そ
う
し
て
こ
の
中
で
最
も
恐
ろ
し
い
の
 
 

が
怨
霊
で
あ
る
。
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こ
こ
で
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
お
け
る
怨
霊
に
つ
い
て
の
伝
説
を
紹
介
す
る
。
 
 
 

こ
の
伝
説
は
、
現
在
の
ミ
ャ
ン
マ
ー
国
起
源
の
地
で
あ
る
と
同
時
に
、
ま
た
ミ
ャ
ン
マ
ー
仏
教
文
化
発
祥
の
地
で
あ
る
パ
ガ
ン
に
関
係
し
た
 
 

も
の
で
あ
る
。
 
 
 

現
在
の
マ
ン
ダ
レ
ー
の
近
く
、
昔
、
ダ
ガ
ウ
ン
王
国
と
い
う
国
が
あ
っ
た
。
そ
こ
に
非
常
に
力
の
強
い
鍛
冶
屋
が
住
ん
で
い
た
。
そ
の
彼
に
 
 

は
さ
ら
に
力
の
強
い
息
子
が
い
た
。
こ
の
息
子
の
ふ
る
う
ハ
ン
マ
ー
は
大
地
を
揺
る
が
し
た
と
い
う
。
王
は
そ
の
力
の
強
い
息
子
に
異
常
な
恐
 
 

怖
を
抱
き
、
彼
を
捕
ら
え
て
殺
し
て
し
ま
お
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
察
知
し
た
彼
は
、
い
ち
早
く
山
奥
深
く
へ
逃
げ
込
ん
で
し
ま
っ
た
。
 
 

し
か
し
王
は
何
と
し
て
も
彼
を
捕
ら
え
よ
う
と
し
た
。
鍛
冶
屋
に
は
こ
の
息
子
の
下
に
非
常
に
美
し
い
娘
が
い
た
。
こ
れ
を
知
っ
た
悪
賢
い
王
 
 

は
そ
の
実
し
い
娘
を
王
妃
に
取
り
立
て
、
卑
怯
に
も
兄
を
騙
し
て
呼
び
出
し
、
捕
ら
え
て
し
ま
っ
た
。
王
は
、
捕
ら
え
た
そ
の
息
子
を
ザ
ガ
ー
 
 

樹
（
モ
ク
レ
ン
科
の
木
）
 
に
縛
り
つ
け
、
焼
き
殺
そ
う
と
し
た
。
そ
の
光
景
を
見
た
妹
の
王
妃
、
身
を
翻
し
、
燃
え
さ
か
る
そ
の
火
の
中
に
飛
 
 

び
込
む
。
驚
き
慌
て
た
王
は
、
彼
女
の
髪
の
毛
を
引
っ
張
り
、
必
死
に
助
け
よ
う
と
す
る
も
、
体
は
す
っ
か
り
焼
き
つ
く
さ
れ
、
そ
の
実
し
い
 
 

顔
だ
け
が
残
っ
た
と
い
う
。
そ
の
状
況
は
、
王
に
と
っ
て
は
さ
ぞ
か
し
無
気
味
な
こ
と
で
あ
っ
た
ろ
う
。
こ
う
し
て
残
虐
な
王
に
よ
り
若
い
命
 
 

を
奪
わ
れ
た
兄
妹
二
人
の
霊
は
怨
霊
と
な
り
、
そ
の
ザ
ガ
ー
樹
に
住
み
つ
い
た
の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
彼
ら
の
怨
霊
は
ザ
ガ
ー
樹
の
影
を
冒
 
 

す
、
あ
ら
ゆ
る
動
物
、
人
間
の
命
を
容
赦
な
く
奪
っ
た
と
い
う
。
 
 
 

恐
れ
お
の
の
い
た
王
は
、
こ
の
ザ
ガ
ー
樹
を
切
り
倒
し
、
イ
ラ
ワ
ジ
（
I
r
r
等
a
d
d
y
）
川
に
流
し
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
ザ
ガ
ー
樹
を
川
か
ら
拾
 
 

い
上
げ
た
の
が
、
後
に
周
辺
を
統
一
し
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
建
国
の
父
祖
と
言
わ
れ
た
パ
ガ
ン
王
朝
四
二
代
ア
ノ
ー
ヤ
タ
ー
王
の
祖
先
で
あ
る
パ
ガ
 
 

ン
の
王
と
そ
の
住
民
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
兄
妹
の
怨
霊
の
宿
っ
た
ザ
ガ
ー
樹
は
、
王
に
よ
り
二
体
の
ナ
ッ
神
保
と
し
て
彫
り
出
さ
れ
、
パ
ガ
 
 

ン
の
近
く
に
あ
る
美
し
く
神
秘
的
な
ポ
ウ
ッ
パ
ー
山
の
頂
上
に
祀
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
以
来
こ
の
兄
妹
の
霊
は
 
「
マ
ハ
ー
ギ
ー
リ
・
ナ
ッ
 
（
大
 
 

き
な
山
の
精
霊
）
」
と
呼
ば
れ
、
九
世
紀
頃
に
は
パ
ガ
ン
の
地
と
パ
ガ
ン
王
朝
の
守
護
霊
と
し
て
崇
め
ら
れ
、
そ
の
繁
栄
を
も
た
ら
し
た
の
で
 
 

あ
る
。
 
 
 

世
界
の
神
話
伝
説
の
中
に
は
鍛
冶
屋
と
火
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
し
ば
し
ば
見
受
け
ら
れ
る
。
こ
の
「
ミ
ン
・
マ
ハ
ー
ギ
ー
リ
・
ナ
ッ
」
伝
説
の
 
 

鍛
冶
屋
も
、
同
じ
機
能
を
担
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
鍛
冶
屋
は
、
古
来
か
ら
火
の
力
を
用
い
、
新
し
い
も
の
を
作
り
出
す
と
い
う
こ
と
か
 
 

ら
ま
さ
に
超
能
力
者
と
し
て
畏
怖
さ
れ
、
か
つ
世
界
、
あ
る
国
の
王
朝
の
思
想
・
文
化
・
創
造
者
と
し
て
崇
敬
・
尊
敬
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
 
 

の
伝
説
の
中
、
王
が
鍛
冶
屋
を
こ
れ
ほ
ど
ま
で
脅
威
に
感
じ
て
い
た
の
は
、
こ
の
よ
う
な
背
景
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
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以
上
の
伝
説
か
ら
す
る
と
、
精
霊
あ
る
い
は
怨
霊
信
仰
に
支
え
ら
れ
た
こ
の
伝
説
は
、
仏
教
と
結
び
つ
い
て
い
る
と
は
い
え
な
い
が
、
現
在
 
 

の
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
は
、
仏
教
の
世
界
観
の
中
に
こ
の
精
霊
信
仰
が
し
っ
か
り
と
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。
 
 
 

現
在
、
美
し
く
神
秘
的
な
ポ
ウ
ッ
パ
ー
山
に
は
、
マ
ハ
ー
ギ
ー
リ
・
ナ
ッ
 
（
大
き
な
山
の
精
霊
）
と
な
っ
た
兄
妹
の
傾
が
祀
ら
れ
、
多
く
の
 
 

信
心
深
い
ミ
ャ
ン
マ
ー
人
が
参
詣
し
て
い
る
。
そ
の
神
像
の
前
に
は
「
コ
コ
椰
子
の
実
」
が
供
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
信
仰
は
今
、
仏
教
徒
の
 
 

家
庭
に
ま
で
広
く
根
づ
い
て
い
る
。
仏
教
徒
は
仏
壇
の
他
に
、
部
屋
の
人
口
の
対
面
の
隅
の
柱
に
「
コ
コ
椰
子
の
実
」
を
祀
っ
て
い
る
。
通
常
、
 
 

仏
壇
の
左
横
の
柱
、
仏
壇
よ
り
下
位
に
位
置
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
精
霊
が
仏
陀
を
頂
点
と
す
る
仏
教
の
世
界
観
の
中
に
し
っ
か
り
と
組
み
 
 

込
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
コ
コ
椰
子
の
実
は
「
ミ
ン
・
マ
ハ
ー
ギ
ー
リ
・
ナ
ッ
」
と
い
わ
れ
、
家
の
守
護
霊
で
あ
り
、
（
ポ
 
 

ウ
ッ
パ
ー
山
に
祀
ら
れ
て
い
る
兄
妹
の
霊
が
行
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
）
、
家
の
中
に
他
の
霊
（
悪
霊
、
怨
霊
な
ど
）
が
人
ら
 
 

な
い
よ
う
に
、
ま
た
家
に
悪
い
こ
と
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
守
っ
て
く
れ
る
の
で
あ
る
。
人
々
は
、
毎
日
朝
に
夕
に
仏
陀
と
共
に
こ
の
精
霊
に
 
 

も
祈
り
を
捧
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

ミ
ン
・
マ
ハ
ー
ギ
ー
リ
・
ナ
ッ
の
宿
っ
た
コ
コ
椰
子
の
実
の
前
に
は
、
カ
ー
テ
ン
の
よ
う
に
布
切
れ
が
下
げ
ら
れ
、
夜
に
閉
め
ら
れ
、
朝
に
 
 

開
け
ら
れ
る
。
こ
れ
は
火
に
焼
き
殺
さ
れ
た
兄
妹
の
精
霊
が
、
火
や
灯
火
を
嫌
う
こ
と
に
由
来
し
て
い
る
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
は
、
人
が
亡
く
な
 
 

る
と
、
一
週
間
、
そ
の
人
の
霊
が
自
由
に
そ
の
家
に
出
入
り
で
き
る
よ
う
に
す
る
習
慣
が
あ
る
。
こ
の
期
間
は
、
死
者
の
霊
が
入
り
や
す
く
す
 
 

る
た
め
、
家
の
窓
を
開
け
、
守
護
霊
で
あ
る
ミ
ン
・
マ
ハ
ー
ギ
ー
リ
・
ナ
ッ
 
（
コ
コ
椰
子
の
実
）
を
も
家
の
外
に
出
す
の
で
あ
る
。
 
 

第
四
節
 
ミ
ャ
ン
マ
1
に
お
け
る
仏
教
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
に
つ
い
て
 
 
 

（
1
U
）
 
 
 

ミ
ャ
ン
マ
ー
に
お
け
る
仏
教
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
を
分
か
り
易
く
簡
略
化
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
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こ
の
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
仏
教
に
関
す
る
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
は
、
日
本
の
そ
れ
に
多
く
の
点
で
対
応
し
て
い
る
と
思
え
る
が
、
そ
の
中
に
祖
先
信
仰
 
 

か
ら
生
ま
れ
て
い
る
ナ
ッ
と
い
う
精
霊
が
い
る
こ
と
が
異
な
る
点
で
あ
ろ
う
。
日
本
の
仏
教
の
中
に
は
、
精
霊
は
組
み
込
ま
れ
て
は
い
な
い
の
 
 

で
あ
る
。
 
 
 

こ
の
他
、
『
源
氏
物
語
』
翻
訳
に
必
要
と
さ
れ
る
超
自
然
的
存
在
と
し
て
は
、
神
聖
な
寺
院
、
山
、
川
、
海
な
ど
重
要
な
場
所
に
宿
っ
て
い
 
 

る
軍
精
霊
に
も
ナ
ッ
（
も
）
が
使
わ
れ
、
殺
害
、
事
故
な
ど
非
業
の
死
、
不
慮
の
死
を
と
げ
た
人
達
の
霊
に
対
し
て
は
ア
セ
ィ
ン
・
ナ
ッ
 
 

（
監
伽
‖
も
）
が
あ
て
は
ま
る
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
よ
く
い
わ
れ
る
幽
霊
や
悪
霊
に
対
し
て
は
、
チ
ャ
ッ
（
厨
竿
ポ
ゥ
（
も
）
（
邑
 
 

s
p
i
邑
a
n
i
m
a
許
g
旨
b
与
○
訂
d
y
i
n
g
O
r
d
e
a
d
p
e
r
s
O
n
）
、
ペ
イ
タ
一
品
唱
）
、
ソ
ゥ
ン
ー
（
茅
）
、
マ
カ
ゥ
ン
ノ
ー
ワ
ー
（
票
∃
伽
‥
塾
生
）
 
 

な
ど
を
状
況
、
場
面
に
よ
り
使
い
分
け
る
。
さ
ら
に
生
存
時
に
悪
業
を
犯
し
た
人
の
霊
、
精
霊
に
対
し
て
は
タ
イ
ェ
イ
（
日
豊
（
昏
邑
）
、
タ
 
 

セ
ィ
 
（
3
娼
）
と
い
う
言
葉
な
ど
が
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
は
あ
る
。
 
 

第
五
節
 
「
桐
壷
」
巻
・
帯
木
三
帖
及
び
「
葵
」
巻
に
お
け
る
仏
教
と
怨
霊
信
仰
の
翻
訳
を
め
ぐ
っ
て
 
 

次
に
仏
教
と
信
仰
の
扱
い
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
。
こ
れ
は
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
と
思
う
。
一
つ
は
仏
教
の
教
義
・
思
想
、
こ
れ
に
よ
り
作
 
 

9  8  7  6  5  4  3   

下  上  ガ  絶  四  帝   
釈  

ナ  天   
ツ   

の 凹  臼 8  コ 田 」かq  －－8■ ⊇J  呂 j  ‰ 可  〔古〕 篭 ¢ ∩ 

Sq   ′〉  3  3っ 一βl   ¢ ∩■つ  ¢  ●∩／）C′つ   の  n －・Ol 9。    √1∩   
十  

宍。ふ   

ア  ア  ガ  ナ  ウ ア  タ  ビ   
ウ  テ  ル  】  ト ヤ  ヂ  ア   
ナ  エ  ン  ガ  l ツ  ヤ  マ   
ツ  ツ  u   口  ミ レ  口  口  

ナ  ン  u  ン】  u  u  
ツ  ン   

エ  

ナ  

コ  

サ  
ウ  

シ  

ヤ   

祖 先 の  

精  

惑  

ロ （杓 ○  

毛  

神   

な  
ど   

ロq ○ ロ  
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り
上
げ
ら
れ
た
そ
の
世
界
観
、
も
う
一
つ
は
数
多
く
の
仏
教
用
語
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
申
に
翻
訳
困
難
、
翻
訳
不
可
能
的
部
分
が
出
て
く
る
の
 
 

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
翻
訳
に
関
連
し
た
仏
教
と
信
仰
の
扱
い
に
つ
い
て
考
え
る
に
あ
た
り
、
著
名
な
先
行
者
で
あ
る
ア
ー
サ
ー
・
 
 

ウ
ェ
イ
リ
ー
、
エ
ド
ワ
ー
ド
・
サ
イ
デ
ン
ス
テ
ッ
カ
ー
の
翻
訳
に
つ
い
て
事
例
を
あ
げ
、
検
討
を
加
え
る
。
こ
こ
で
ま
ず
あ
げ
て
お
き
た
い
こ
 
 

と
は
、
ウ
ェ
イ
リ
ー
は
来
日
し
て
な
い
の
に
対
し
、
サ
イ
デ
ン
ス
テ
ッ
カ
ー
は
来
日
し
て
い
る
こ
と
、
東
京
大
学
に
お
い
て
池
田
亀
鑑
教
授
か
 
 

ら
指
導
を
受
け
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
 
 

①
 
ま
ず
『
源
氏
物
語
』
 
の
中
、
最
初
の
歌
と
し
て
広
く
知
ら
れ
、
ま
た
仏
の
世
界
を
そ
こ
は
か
と
な
く
醸
し
だ
し
て
い
る
桐
壷
更
衣
臨
終
場
 
 

面
の
歌
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
る
。
 
 

か
ぎ
り
と
て
別
る
る
道
の
悲
し
き
に
い
か
ま
ほ
し
き
は
命
な
り
け
り
 
（
①
桐
壷
二
三
頁
）
 
 

口
語
訳
 
「
も
う
こ
れ
ま
で
で
す
。
こ
れ
が
私
の
運
命
な
の
で
す
。
一
人
お
別
れ
し
て
行
く
の
が
辛
い
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
私
 
 

が
行
き
た
い
の
は
生
き
る
道
、
あ
な
た
様
と
の
生
き
る
道
な
の
で
す
か
ら
」
 
 

す
で
に
述
べ
た
ご
と
く
、
仏
教
は
仏
陀
の
説
い
た
教
え
で
あ
る
。
仏
陀
の
教
え
の
原
点
、
あ
る
い
は
出
発
点
は
「
現
世
は
苦
な
り
」
、
と
い
 
 

う
悟
り
で
あ
る
。
さ
ら
に
仏
陀
は
「
世
の
存
在
全
て
無
常
で
あ
る
、
人
は
こ
れ
を
し
っ
か
り
認
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
」
と
い
う
。
 
 
 

こ
の
歌
の
中
、
「
か
ぎ
り
と
て
別
る
る
道
」
の
旬
か
ら
は
、
生
じ
た
も
の
は
必
ず
滅
す
る
、
全
て
の
も
の
は
移
ろ
い
行
く
と
い
う
無
常
観
、
 
 

ま
た
今
生
の
こ
と
は
前
世
の
因
縁
に
よ
り
定
ま
る
と
い
う
仏
教
の
 
（
三
世
因
果
）
 
の
思
想
に
よ
る
運
命
観
が
こ
も
っ
て
い
る
の
が
伝
わ
っ
て
く
 
 

る
。
し
か
し
更
衣
は
「
今
は
生
き
た
い
、
ど
う
し
て
も
生
き
た
い
」
と
強
く
訴
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
歌
を
前
の
、
帝
の
言
葉
 
 

を
受
け
た
歌
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
「
今
は
ど
う
し
て
も
生
き
た
い
、
そ
し
て
限
り
あ
ら
む
道
、
す
な
わ
ち
来
世
へ
の
道
を
帝
と
二
繹
に
 
 

…
」
と
い
う
気
持
ま
で
こ
の
歌
の
中
に
込
め
ら
れ
て
い
る
。
 
 
 

ウ
ェ
イ
リ
ー
は
、
こ
の
歌
を
歌
と
し
て
翻
訳
せ
ず
、
文
中
に
て
【
家
訂
t
鵬
｝
s
h
e
s
a
i
d
‥
ゴ
ー
O
u
g
h
昏
a
t
d
e
s
i
r
e
d
a
こ
a
s
t
b
e
c
O
m
e
ゝ
e
c
a
u
s
e
 
 

I
g
O
a
－
○
ロ
e
h
O
W
g
－
a
d
冒
w
O
u
－
d
l
守
e
「
す
．
豊
と
表
現
し
て
い
る
。
こ
の
中
か
ら
は
、
仏
教
の
無
常
観
、
運
命
観
は
伝
わ
っ
て
こ
な
い
。
 
 
 

こ
れ
に
対
し
サ
イ
デ
ン
ス
テ
ッ
カ
ー
は
歌
と
し
て
≡
e
葛
e
y
O
u
こ
O
g
三
h
e
r
O
a
d
焉
a
－
1
m
u
s
t
g
〇
一
す
．
望
と
翻
訳
し
、
仏
陀
の
い
う
「
全
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て
の
も
の
は
移
ろ
い
行
く
、
必
ず
滅
す
る
と
い
う
無
常
観
」
を
出
し
て
い
る
。
し
か
し
 
「
か
ぎ
り
」
 
の
中
に
こ
も
っ
て
い
る
仏
教
に
お
け
る
運
 
 

命
的
な
感
じ
が
醸
し
だ
さ
れ
て
い
な
い
の
が
、
離
を
い
う
な
ら
物
足
り
な
い
。
 
 

h
．
訂
－
 
 
 

亀
、
き
 
 
 

ま
た
光
源
氏
の
誕
生
の
時
の
 
″
前
の
世
に
も
御
契
り
や
深
か
り
け
ん
″
 
（
①
桐
義
一
八
頁
）
 
の
翻
訳
に
お
い
て
も
サ
イ
デ
ン
ス
テ
ッ
カ
ー
は
 
 

吉
m
萄
F
弓
e
b
e
e
n
b
e
c
a
u
s
e
O
f
a
b
O
ロ
d
i
n
a
許
r
m
e
ュ
詳
．
；
す
．
望
「
…
前
世
に
お
け
る
二
人
の
絆
の
所
以
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
」
と
仏
 
 

教
的
に
表
現
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
来
日
し
て
束
京
大
学
で
学
ん
だ
サ
イ
デ
ン
ス
テ
ッ
カ
ー
の
仏
教
知
識
の
反
映
で
あ
ろ
う
。
 
 

②
 
桐
壷
更
衣
が
亡
く
な
り
、
時
が
た
つ
が
、
帝
は
ま
だ
涙
に
明
け
暮
れ
て
い
る
頃
の
こ
と
で
あ
る
。
 
 
 

の
ち
 
 

は
か
な
く
日
ご
ろ
過
ぎ
て
、
後
の
わ
ぎ
な
ど
に
も
こ
ま
か
に
と
ぶ
ら
は
せ
た
ま
ふ
 
（
①
桐
壷
二
六
頁
）
 
 

口
語
訳
 
「
い
つ
の
間
に
か
月
日
が
た
っ
て
行
く
。
帝
は
四
十
九
日
ま
で
の
七
日
毎
の
法
事
に
も
使
者
を
立
て
て
懇
ろ
に
ご
弔
問
な
さ
る
」
 
 

ウ
ィ
エ
リ
ー
は
こ
の
部
分
を
、
【
↓
F
e
s
e
完
n
W
e
e
k
s
O
f
m
O
u
r
n
5
．
g
W
e
r
e
ゝ
y
旨
e
E
m
p
e
r
O
r
．
S
O
r
d
e
J
ヨ
己
．
ロ
u
t
e
】
y
O
b
s
e
r
完
d
．
す
．
望
と
翻
 
 

訳
し
て
い
る
。
こ
れ
を
口
語
訳
し
て
み
る
と
、
「
そ
の
七
週
間
の
服
喪
の
法
事
は
、
帝
の
命
に
よ
り
こ
と
こ
ま
か
く
に
と
り
行
わ
れ
た
」
に
な
 
 

る
。
「
後
の
わ
ぎ
な
ど
」
を
七
週
、
四
十
九
日
の
法
事
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
四
十
九
日
ま
で
七
日
毎
に
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
 
 

て
、
ウ
ェ
イ
リ
ー
は
、
こ
の
よ
う
に
仏
事
に
関
し
て
あ
ま
り
深
く
踏
み
込
も
う
と
し
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
 
 
 

こ
れ
に
対
し
サ
イ
デ
ン
ス
テ
ッ
カ
ー
は
、
【
≠
e
d
萄
S
W
e
n
t
d
u
－
マ
b
￥
ゴ
F
e
e
m
p
e
r
O
r
W
a
S
C
弓
e
已
t
O
S
e
ロ
d
O
野
呂
．
的
S
賢
昏
e
w
e
e
尊
 
 

m
e
m
O
計
－
s
e
r
ま
c
e
s
．
す
」
亡
】
と
訳
し
て
、
こ
れ
を
口
語
訳
に
し
て
み
る
と
、
「
日
々
は
む
な
し
く
過
ぎ
て
行
っ
た
。
帝
は
配
慮
し
て
、
一
週
 
 

間
毎
の
法
事
に
数
々
の
供
物
を
贈
っ
た
」
に
な
る
。
こ
の
翻
訳
か
ら
は
、
仏
教
の
無
常
観
も
感
じ
ら
れ
、
ま
た
仏
教
に
お
け
る
人
の
死
後
の
法
 
 

事
に
関
し
て
も
正
確
に
表
現
さ
れ
て
お
り
、
原
文
に
近
い
翻
訳
と
い
え
よ
う
。
 
 

③
 
光
源
氏
が
重
い
病
に
あ
っ
た
年
老
い
た
乳
母
を
見
舞
っ
た
時
の
会
話
の
中
の
一
節
で
あ
る
。
 
 
 

く
ら
ゐ
 

こ
こ
の
L
な
か
良
き
は
 

命
長
く
て
、
な
ほ
位
高
く
な
ど
も
見
な
し
た
ま
へ
。
さ
て
こ
そ
九
品
の
上
に
も
障
り
な
く
生
ま
れ
た
ま
は
め
。
こ
の
世
に
す
こ
し
恨
み
残
 
 

む  
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る
は
わ
ろ
き
わ
ぎ
と
な
む
聞
く
 
（
①
夕
顔
一
三
八
頁
）
 
 
 

口
語
訳
 
「
ど
う
ぞ
長
生
き
な
さ
れ
、
私
の
位
が
高
く
な
っ
て
い
く
こ
と
な
ど
・
‥
、
見
届
け
て
下
さ
い
。
号
つ
す
れ
ば
そ
う
し
て
こ
そ
、
 
 

こ
こ
S
し
な
か
ん
 
 
 

浄
土
に
お
い
て
九
つ
あ
る
浄
土
の
位
の
中
、
最
高
の
位
で
あ
る
九
品
の
上
と
し
て
、
何
ら
差
し
障
り
も
な
く
生
ま
れ
変
わ
れ
ま
す
よ
。
現
 
 
 

世
に
少
し
で
も
恨
み
が
、
気
に
な
る
こ
と
が
残
る
の
は
、
こ
れ
は
良
く
な
い
こ
と
と
聞
い
て
い
ま
す
」
 
 
 

こ
こ
の
し
な
か
み
 
 
 

こ
の
文
の
中
の
「
九
品
の
上
」
は
仏
教
用
語
で
、
〝
品
″
は
階
層
を
意
味
し
て
い
る
。
浄
土
の
階
層
は
ま
ず
上
品
、
中
品
、
下
品
の
三
つ
に
分
 
 

こ
こ
の
し
な
か
み
 
 

け
ら
れ
、
そ
の
各
品
は
さ
ら
に
上
生
、
中
生
、
下
生
の
三
つ
に
分
け
ら
れ
、
合
計
九
つ
の
階
層
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
九
品
の
上
は
、
浄
土
の
最
 
 

高
位
に
当
た
る
。
こ
の
文
章
の
中
に
は
、
ま
た
当
時
の
人
々
の
平
安
朝
時
代
に
盛
ん
に
な
っ
た
浄
土
思
想
・
教
義
が
よ
く
表
出
さ
れ
て
い
る
。
 
 
 

ウ
ェ
イ
リ
ー
は
こ
の
部
を
次
の
よ
う
な
翻
訳
し
て
い
る
。
 
 

ざ
仁
m
u
S
t
守
e
－
O
n
g
e
r
y
e
t
u
賀
d
s
e
e
m
e
計
e
i
n
昏
e
w
O
詮
．
臣
諷
y
O
u
m
萄
b
e
b
O
r
ロ
a
g
巴
n
E
啓
i
n
昏
e
n
5
．
旨
s
p
h
e
r
e
O
f
巨
象
．
d
a
、
s
 
 

P
胃
a
d
i
s
e
．
争
∽
∽
）
 
 
 

「
あ
な
た
は
ま
だ
も
っ
と
長
生
き
を
な
さ
り
、
私
が
昇
進
す
る
の
を
見
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
よ
。
そ
っ
す
れ
ば
、
ま
た
阿
弥
陀
の
楽
園
 
 

の
九
番
目
の
領
域
の
上
位
に
、
再
び
生
ま
れ
変
わ
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
」
 
 

こ
の
翻
訳
で
は
、
仏
教
用
語
「
九
品
の
上
」
の
誤
訳
と
い
え
る
。
仏
教
用
語
の
解
釈
、
翻
訳
は
し
ば
し
ば
こ
の
よ
う
に
困
難
を
き
た
す
。
「
九
 
 

番
目
の
領
域
」
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
 
 
 

次
に
サ
イ
デ
ン
ス
テ
ッ
カ
ー
の
翻
訳
を
あ
げ
て
み
る
。
 
 

ざ
u
m
u
s
t
守
e
a
l
O
n
g
－
野
呂
d
s
e
e
旨
e
c
胃
e
e
r
I
m
路
e
訂
r
2
y
S
e
F
i
巴
ロ
S
u
r
e
浄
a
t
R
y
O
u
d
O
y
O
u
象
巨
b
e
r
e
b
O
r
n
u
p
O
n
昏
e
 
 
 

h
i
g
h
e
s
t
s
u
邑
t
s
O
f
昏
e
P
u
r
e
訂
n
d
・
す
・
遷
 
 
 

「
あ
な
た
は
長
生
き
を
な
さ
っ
て
、
私
が
こ
れ
か
ら
昇
進
し
て
い
く
の
を
見
て
く
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
よ
。
あ
な
た
が
そ
う
な
 
 
 

さ
れ
ば
、
あ
な
た
は
浄
土
に
て
、
必
ず
や
浄
土
の
最
高
の
地
位
に
生
ま
れ
変
わ
る
で
し
ょ
う
」
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二
こ
の
L
な
か
，
州
 
 
 

原
文
の
内
容
を
よ
く
掴
ん
だ
翻
訳
と
言
え
る
。
「
九
品
の
上
」
に
関
し
て
も
詳
し
く
調
べ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
当
時
の
人
々
の
仏
教
的
 
 

感
覚
も
理
解
し
て
い
る
こ
と
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
な
お
ミ
ャ
ン
マ
ー
は
上
座
部
仏
教
の
流
れ
を
受
け
、
パ
ー
リ
語
の
三
蔵
を
聖
典
と
す
る
南
伝
 
 

仏
教
で
あ
り
、
日
本
の
大
乗
仏
教
を
中
心
と
す
る
北
伝
仏
教
と
適
う
こ
と
に
留
意
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
 
 

④
 
次
の
歌
は
夕
顔
の
住
居
、
夜
明
け
前
に
源
氏
は
彼
女
に
来
世
ま
で
の
契
り
を
約
蘭
す
る
時
、
近
く
か
ら
仏
前
に
額
ず
く
老
人
の
よ
う
な
声
 
 

が
聞
こ
え
て
く
る
場
面
で
あ
る
。
 
 
 

ら
ぎ
 
 

こ
よ
 
 

う
ば
そ
く
 
 

優
婆
塞
が
行
ふ
道
を
し
る
べ
に
て
来
む
世
も
深
き
契
り
た
が
ふ
な
 
（
①
夕
顔
一
五
八
頁
）
 
 

う
ば
そ
／
・
 
 

口
語
訳
 
「
在
俗
の
仏
弟
子
 
（
優
婆
塞
）
 
が
学
び
、
修
業
し
て
い
る
仏
の
道
に
従
っ
て
、
私
と
交
わ
し
た
来
世
ま
で
も
一
緒
と
い
う
深
い
 
 

約
束
を
ぜ
ひ
守
っ
て
ほ
し
い
」
 
 

ウ
ェ
イ
リ
ー
は
こ
の
部
分
を
、
L
h
e
r
e
c
i
t
e
d
t
h
e
p
O
e
m
」
と
し
て
次
の
よ
う
に
翻
訳
し
て
い
る
。
 
 

「
D
O
n
O
t
p
r
O
完
邑
s
e
昏
i
s
O
m
e
n
O
f
t
h
e
p
i
－
叫
n
m
、
s
c
h
a
ロ
t
‥
臣
a
t
e
く
e
n
i
ロ
】
i
く
e
S
t
O
C
O
m
e
O
u
r
l
O
く
e
S
h
巴
l
訂
s
t
u
n
c
h
賀
g
e
d
㌧
】
す
．
の
U
）
 
 

う
は
そ
く
 
 

「
巡
礼
者
 
（
優
婆
塞
）
 
が
詠
唱
し
て
い
た
こ
と
を
た
が
え
た
り
し
て
は
い
け
な
い
の
で
す
よ
。
来
世
の
生
で
す
ら
、
私
達
の
愛
は
決
し
て
 
 

変
わ
る
こ
と
な
く
つ
づ
く
」
 
 

こ
の
訳
は
原
文
の
内
容
と
は
全
く
異
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
ウ
ェ
イ
リ
ー
が
こ
の
歌
を
歌
と
し
て
翻
訳
し
て
な
い
か
ら
で
あ
る
。
と
に
か
く
 
 

こ
の
あ
た
り
は
こ
の
歌
の
み
な
ら
ず
、
歌
の
前
の
文
も
含
め
、
翻
訳
す
る
の
は
な
か
な
か
困
難
な
部
分
で
あ
る
。
恐
ら
く
ウ
ェ
イ
リ
ー
に
と
っ
 
 

て
、
こ
の
歌
を
直
接
翻
訳
す
る
に
は
、
あ
ま
り
に
も
厚
い
異
文
化
の
壁
が
立
ち
は
だ
か
っ
て
い
た
と
考
え
る
。
彼
の
こ
の
部
分
の
翻
訳
は
全
体
 
 

か
ら
意
味
を
掴
み
取
ろ
う
と
し
た
。
 
 
 

こ
れ
に
対
し
、
サ
イ
デ
ン
ス
テ
ッ
カ
ー
は
、
こ
の
部
分
を
次
の
よ
う
に
翻
訳
し
て
い
る
。
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↓
F
i
s
p
i
O
u
S
O
n
e
S
F
巴
〓
e
a
d
u
s
O
n
O
u
r
宅
a
y
 
 

A
s
w
e
p
－
i
g
h
t
O
u
r
キ
○
旨
許
r
巴
〓
旨
e
守
e
s
t
O
C
O
m
e
．
、
す
．
遥
）
 
 

う
ば
そ
く
 
 

「
こ
の
信
念
深
い
行
者
 
（
優
婆
塞
）
 
が
私
達
を
間
違
い
の
な
い
よ
う
に
導
い
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。
私
達
が
来
世
に
対
し
て
固
く
誓
い
合
っ
 
 

て
い
る
の
だ
か
ら
」
 
 

こ
の
翻
訳
も
ウ
ェ
イ
リ
ー
と
同
様
、
原
文
の
内
容
と
は
か
け
は
な
れ
た
翻
訳
に
な
っ
て
い
る
。
仏
教
の
知
識
を
か
な
り
身
に
つ
け
て
い
る
サ
 
 

う
ば
そ
く
 
 

イ
デ
ン
ス
テ
ッ
カ
ー
で
は
あ
る
が
、
「
優
婆
塞
が
行
ふ
道
」
・
「
し
る
べ
に
て
」
・
「
来
む
世
」
 
と
い
う
仏
教
用
語
の
意
味
が
欧
米
の
読
者
に
は
理
 
 

解
不
可
能
だ
と
思
っ
て
、
あ
え
て
仏
教
的
教
養
を
含
ま
な
い
翻
訳
を
せ
ぎ
る
終
え
な
か
っ
た
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
仏
教
用
語
を
ミ
ャ
ン
 
 

う
ほ
そ
く
 
マ
一
語
で
訳
し
て
み
る
と
「
優
婆
塞
が
行
ふ
道
（
仏
の
道
）
」
が
（
盃
2
㌢
肋
）
、
「
し
る
べ
に
て
（
道
し
る
べ
）
」
が
（
①
祀
3
頂
の
3
の
）
、
お
よ
 
 

び
「
来
む
世
（
来
世
）
」
が
（
の
瑠
㌫
3
。
）
と
な
り
、
日
本
と
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
仏
教
背
景
が
だ
い
た
い
重
な
る
こ
と
が
分
か
る
。
 
 
 

⑤
 
次
に
怨
霊
信
仰
に
関
連
し
、
サ
イ
デ
ン
ス
テ
ッ
カ
ー
の
翻
訳
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
。
 
 
 

左
大
臣
家
で
は
、
葵
の
上
に
物
の
怪
が
つ
い
た
よ
う
で
非
常
に
お
苦
し
み
な
さ
っ
て
お
り
、
ま
た
そ
れ
に
加
え
御
懐
妊
を
も
重
な
り
、
そ
の
 
 

お
苦
し
み
も
一
層
で
、
こ
こ
は
源
氏
の
君
が
、
と
り
つ
い
て
い
る
物
の
怪
を
験
者
に
頼
み
何
と
か
調
伏
し
て
も
ら
お
う
と
し
て
い
る
時
の
場
面
 
 

で
あ
る
。
 
 
 

も
の
け
 
 

お
ほ
と
の
 
 

大
殿
に
は
、
御
物
の
怪
め
き
て
い
た
う
わ
づ
ら
ひ
た
ま
へ
ば
 
（
中
略
）
。
さ
は
い
へ
ど
、
や
む
ご
と
な
き
方
は
こ
と
に
思
ひ
き
こ
え
た
ま
 
 

み
ず
ほ
ふ
 
 

へ
る
人
の
、
め
づ
ら
し
き
こ
と
さ
へ
添
ひ
た
ま
へ
る
御
悩
み
な
れ
ば
、
心
苦
し
う
思
し
噴
き
て
、
御
修
法
や
何
や
な
ど
、
わ
が
御
方
に
て
 
 

一
り
の
け
い
ぇ
、
す
だ
才
＿
 
 

多
く
行
は
せ
た
ま
ふ
。
物
の
怪
、
生
霊
な
ど
い
ふ
も
の
多
く
出
で
来
て
さ
ま
ぎ
ま
の
名
の
り
す
る
中
に
、
人
に
さ
ら
に
移
ら
ず
、
た
だ
み
 
 

は
な
 
 

づ
か
ら
の
御
身
に
つ
と
捧
ひ
た
る
さ
ま
に
て
、
こ
と
に
お
ど
ろ
お
ど
ろ
し
う
わ
づ
ら
は
し
き
こ
ゆ
る
こ
と
も
な
け
れ
ど
、
ま
た
片
時
離
る
 
 

け
ん
ぎ
 

」
ふ
ね
 
 

る
を
り
も
な
き
も
の
一
つ
あ
り
。
い
み
じ
き
験
者
ど
も
に
も
従
は
ず
、
執
念
き
け
し
き
お
ぼ
ろ
け
の
も
の
に
あ
ら
ず
と
見
え
た
り
り
 
（
②
 
 

葵
三
一
頁
）
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W
e
r
e
年
賀
S
訂
r
r
e
d
t
O
t
h
e
m
e
d
i
u
m
a
n
d
i
d
e
n
註
e
d
昏
e
m
s
e
－
く
e
S
．
b
u
t
t
h
e
r
e
w
a
s
O
n
e
宅
F
i
c
F
q
u
i
t
e
r
e
F
s
e
d
t
O
m
O
く
e
．
、
コ
岩
u
g
h
i
t
 
 
 

d
i
d
n
O
t
C
a
u
S
e
讐
e
a
t
p
已
n
－
首
r
e
ど
s
e
d
t
O
－
e
宅
e
h
e
r
訂
r
s
O
ヨ
u
C
h
a
s
呂
i
n
s
t
a
n
t
．
ゴ
ー
e
r
e
W
a
S
S
O
m
e
旨
i
n
g
く
e
r
y
S
5
．
i
s
t
e
r
已
岩
u
t
a
 
 
 

S
p
i
r
i
t
臣
a
t
e
F
d
e
d
t
h
e
p
O
W
e
r
S
O
f
t
h
e
m
O
S
t
S
狂
宥
d
e
曽
r
C
i
s
t
s
∴
p
∵
コ
ぶ
）
 
 
 

「
三
条
（
≧
S
…
旦
○
）
 
で
は
源
氏
の
妻
は
悪
霊
（
a
m
a
F
習
S
p
i
r
i
t
）
 
に
と
り
つ
か
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
っ
た
。
（
中
略
）
彼
の
結
婚
は
幸
せ
 
 
 

で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
彼
の
要
は
源
氏
に
と
っ
て
大
切
な
存
在
で
あ
っ
た
。
そ
の
上
今
は
そ
の
お
腹
の
中
に
は
彼
の
子
が
い
る
の
で
 
 
 

あ
っ
た
。
そ
こ
で
彼
は
三
条
の
自
分
の
部
屋
で
隠
っ
て
何
度
も
祈
祷
を
さ
せ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
い
く
つ
も
の
悪
霊
が
霊
媒
 
 
 

（
t
h
e
m
e
d
i
u
m
）
 
に
移
さ
れ
、
自
分
の
素
性
を
名
の
っ
た
。
し
か
し
全
く
移
ろ
う
と
し
な
い
も
の
が
一
つ
あ
っ
た
。
そ
れ
は
彼
女
に
激
し
 
 
 

い
苦
痛
を
与
え
て
い
る
訳
で
は
な
い
が
、
片
時
も
彼
女
か
ら
離
れ
よ
う
と
し
な
か
っ
た
。
も
っ
と
も
優
れ
た
祈
祷
師
達
（
e
誓
r
C
i
s
t
s
）
 
の
 
 
 

力
を
も
寄
せ
付
け
な
い
非
常
に
悪
意
の
あ
る
霊
で
あ
っ
た
。
」
 
 
 

微
妙
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
も
訳
出
さ
れ
て
い
る
。
細
か
い
点
で
は
大
殿
を
何
故
左
大
臣
家
と
訳
さ
ず
、
【
旨
S
旦
○
】
と
し
た
の
か
知
り
た
い
。
 
 
 

口
語
訳
 
「
左
大
臣
家
で
は
葵
の
上
に
物
の
怪
が
と
り
つ
い
て
る
よ
う
で
、
非
常
に
お
苦
し
み
に
な
ら
れ
て
お
ら
れ
る
の
で
 
（
中
略
）
。
源
 
 
 

氏
の
君
は
日
ご
ろ
葵
の
上
に
情
が
薄
か
っ
た
が
、
何
と
い
っ
て
も
歴
と
し
た
北
の
方
で
あ
り
、
非
常
に
大
切
に
し
て
お
ら
れ
た
。
そ
し
て
 
 
 

こ
の
た
び
は
御
懐
妊
ま
で
も
重
な
っ
た
お
吉
し
み
な
の
で
、
源
氏
の
君
は
非
常
に
ご
心
配
に
お
思
い
に
な
り
、
ま
た
悲
し
ま
れ
、
ご
自
分
 
 
 

の
お
部
屋
で
悪
霊
な
ど
を
抑
え
退
治
す
る
た
め
、
ま
た
安
産
祈
願
の
た
め
ご
祈
祷
や
何
や
ら
を
い
ろ
い
ろ
行
わ
せ
な
さ
る
。
こ
れ
に
よ
り
 
 

よ
り
ま
L
 
 
 

い
去
－
i
l
J
う
 
 
 

死
霊
・
生
霊
な
ど
が
数
多
く
現
れ
て
き
て
、
自
分
の
素
性
を
名
乗
っ
た
。
し
か
し
た
だ
一
つ
憑
座
に
は
全
く
乗
り
移
ら
ず
、
葵
の
上
の
身
 
 
 

体
に
ま
さ
に
し
っ
か
り
と
と
り
つ
い
て
い
る
も
の
が
あ
っ
た
。
こ
の
要
は
特
に
葵
の
君
を
ひ
ど
く
お
吉
し
ま
せ
る
よ
う
な
こ
と
は
な
い
 
 

け
人
ぎ
 
 
 

が
、
片
時
も
離
れ
よ
う
と
し
な
か
っ
た
。
そ
の
霊
は
、
並
々
な
ら
ぬ
力
を
持
っ
た
験
者
た
ち
に
も
調
伏
さ
れ
ず
、
そ
の
執
念
深
い
様
子
は
 
 
 

な
み
た
い
て
い
な
も
の
で
は
な
い
よ
う
に
み
え
た
ご
 
 

サ
イ
デ
ン
ス
テ
ッ
カ
ー
訳
 
 
 

倍
加
憎
際
】
G
e
島
－
s
象
軒
s
e
e
m
e
d
t
O
b
e
i
ロ
t
h
e
g
n
p
O
f
a
m
a
－
i
習
S
p
i
註
一
…
芸
s
m
巴
↓
訂
g
e
h
a
d
n
O
t
b
e
e
n
b
a
p
p
宰
b
u
t
h
i
s
註
w
a
s
 
 

i
m
p
O
r
t
賀
t
t
O
b
i
m
呂
d
n
O
W
S
h
e
w
a
s
c
宅
r
y
－
n
g
h
i
s
 
 

C
h
i
－
d
．
H
e
h
a
d
p
r
昂
e
r
S
r
e
a
d
i
n
h
i
s
S
P
且
O
r
0
0
m
S
．
S
e
詔
邑
m
巴
i
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も
の
の
け
い
き
す
だ
ま
 
 

ま
た
原
文
の
「
物
の
怪
、
生
霊
な
ど
い
ふ
も
の
多
く
出
で
釆
て
…
」
の
と
こ
ろ
を
【
S
e
完
r
a
－
m
a
F
習
S
p
i
邑
s
…
】
と
し
て
い
る
が
原
文
の
ニ
ュ
 
 

い
き
す
だ
ま
 
 

ア
ン
ス
と
は
違
う
。
少
な
く
と
も
、
英
語
に
は
「
生
霊
」
を
表
現
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
 
 
 

と
こ
ろ
で
す
で
に
触
れ
た
が
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
語
で
精
霊
・
悪
霊
を
翻
訳
す
る
場
合
、
状
況
・
場
面
に
よ
り
い
ろ
い
ろ
な
言
葉
が
存
在
す
る
。
 
 

い
き
す
だ
ま
 
こ
の
場
合
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
語
で
は
、
物
の
怪
は
「
マ
カ
ゥ
ン
ソ
ー
ワ
ー
（
票
3
‰
‥
磁
針
）
」
、
「
生
霊
」
は
「
ソ
ゥ
ン
ー
（
冬
）
」
が
適
当
と
考
 
 

え
る
。
 
 
 

ま
た
原
文
の
「
人
に
さ
ら
に
移
ら
ず
、
…
」
の
「
人
」
は
、
こ
こ
で
は
「
憑
座
」
に
あ
た
る
が
、
さ
す
が
に
こ
れ
を
サ
イ
デ
ン
ス
テ
ッ
カ
ー
 
 

は
亨
e
m
e
d
i
u
邑
と
訳
出
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
語
で
は
「
ナ
ッ
カ
ド
ー
（
〃
‰
3
の
3
っ
）
」
に
あ
た
る
。
そ
の
他
「
験
者
」
は
 
 

悪
霊
を
追
い
払
う
祈
祷
師
と
い
う
こ
と
か
ら
【
e
岩
r
C
i
s
t
】
と
訳
し
て
い
る
が
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
語
で
は
「
サ
ヤ
ー
ド
ー
（
8
づ
の
乱
）
」
が
こ
れ
 
 

に
当
て
は
ま
る
と
考
え
て
い
る
。
 
 

第
六
節
 
お
わ
り
に
 
 

『
源
氏
物
語
』
の
ミ
ャ
ン
マ
ー
語
翻
訳
に
あ
た
り
、
『
源
氏
物
語
』
の
背
景
と
し
て
大
き
く
存
在
し
て
い
る
仏
教
と
信
仰
に
つ
い
て
、
平
安
時
 
 

代
の
仏
教
文
化
を
中
心
に
、
日
本
‥
、
、
ヤ
ン
マ
ー
仏
教
文
化
の
関
連
性
、
類
似
性
に
つ
い
て
述
べ
た
。
ま
ず
『
源
氏
物
語
』
と
一
一
七
〇
年
代
、
 
 

パ
ガ
ン
王
朝
時
代
の
詩
を
比
較
し
て
み
た
。
両
者
に
は
、
仏
教
の
思
想
、
教
義
が
色
濃
く
出
て
い
る
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
は
、
こ
の
よ
う
な
思
想
 
 

を
は
じ
め
と
す
る
世
界
が
、
現
在
ま
で
広
く
引
き
継
が
れ
て
い
る
。
 
 
 

ま
た
英
語
訳
と
し
て
、
英
国
人
ウ
ェ
イ
リ
ー
、
米
国
人
サ
イ
デ
ン
ス
テ
ッ
カ
ー
の
翻
訳
を
参
考
に
し
、
翻
訳
と
仏
教
・
信
仰
に
つ
い
て
検
討
 
 

を
加
え
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
ウ
ェ
イ
リ
ー
は
、
そ
の
豊
か
な
感
性
、
想
像
力
な
ど
を
駆
使
し
、
原
文
の
全
体
像
を
損
な
わ
ず
読
み
取
る
よ
う
 
 

な
翻
訳
を
や
り
と
げ
、
『
源
氏
物
語
』
の
素
晴
ら
し
さ
、
そ
の
感
動
を
世
界
の
人
々
に
広
げ
た
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
サ
イ
デ
ン
ス
テ
ッ
カ
ー
 
 

が
『
源
氏
物
語
』
 
の
翻
訳
を
志
し
た
き
っ
か
け
は
、
こ
の
ウ
ェ
イ
リ
ー
訳
で
あ
っ
た
。
し
か
し
ウ
ェ
イ
リ
ー
の
『
源
氏
物
語
』
に
お
い
て
は
、
 
 

前
述
の
事
例
に
示
す
ご
と
く
、
仏
教
・
仏
教
文
化
に
関
し
て
は
深
く
詳
し
く
は
触
れ
て
い
な
い
。
仏
教
の
無
常
観
、
運
命
観
に
つ
い
て
は
殆
ど
 
 

触
れ
て
い
な
い
。
前
世
・
来
世
の
概
念
に
関
し
て
は
多
く
省
略
さ
れ
て
い
る
。
文
中
の
出
家
心
境
、
当
時
の
人
々
の
持
つ
出
家
感
覚
が
読
み
と
 
 

れ
て
い
な
い
。
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こ
れ
に
対
し
サ
イ
デ
ン
ス
テ
ッ
カ
ー
は
、
仏
教
的
表
現
を
巧
み
に
使
い
、
そ
の
雰
囲
気
を
出
し
て
い
る
。
仏
教
の
無
常
観
、
前
世
・
現
世
・
 
 

来
世
、
三
世
因
果
の
知
識
を
持
っ
て
い
る
。
ま
た
仏
教
的
背
景
・
慣
習
に
配
慮
、
仏
教
の
法
事
に
も
通
じ
て
い
る
。
さ
ら
に
文
中
か
ら
出
家
の
 
 

感
情
・
感
覚
な
ど
も
読
み
と
る
こ
と
も
で
き
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
ら
仏
教
的
な
こ
と
は
、
サ
イ
デ
ン
ス
テ
ッ
カ
ー
が
日
本
に
来
て
か
ら
、
日
 
 

本
の
中
で
見
聞
き
し
学
び
、
身
に
つ
け
た
と
考
え
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
そ
の
国
の
申
そ
の
文
化
に
浸
ら
な
け
れ
ば
、
な
か
な
か
身
に
付
か
 
 

な
い
。
本
論
に
お
け
る
ウ
ェ
イ
リ
ー
と
サ
イ
デ
ン
ス
テ
ッ
カ
ー
の
適
い
、
差
は
こ
の
辺
か
ら
も
来
て
い
る
と
考
え
る
。
翻
訳
で
は
や
は
り
現
地
 
 

を
知
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
 
 
 

英
国
で
ウ
ェ
イ
リ
ー
訳
【
遥
屯
訂
訂
旦
G
凡
愚
一
が
出
版
さ
れ
た
時
、
批
評
家
達
は
、
我
々
が
こ
れ
ま
で
夢
に
も
思
わ
な
か
っ
た
不
思
議
な
文
 
 

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
 
 

明
の
存
在
を
教
え
て
く
れ
た
と
評
し
た
。
日
本
と
欧
米
と
に
は
、
当
時
、
こ
れ
ほ
ど
厚
い
異
文
化
の
壁
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
仏
 
 

教
文
化
が
千
年
近
く
に
渡
り
、
し
つ
か
り
受
け
継
が
れ
て
き
た
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
は
、
『
源
氏
物
語
』
 
に
対
す
る
時
代
軸
的
な
異
文
化
の
壁
・
異
 
 

文
化
衝
突
は
少
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
仏
教
と
信
仰
に
関
す
る
翻
訳
に
つ
い
て
は
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
語
の
翻
訳
 
 

は
欧
米
の
翻
訳
と
比
べ
る
と
容
易
な
の
で
は
な
い
か
、
そ
し
て
こ
れ
は
ま
た
読
者
に
よ
く
理
解
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
も
期
待
し
て
い
る
。
 
 

ま
た
、
仏
教
に
関
連
し
た
原
文
の
微
妙
な
味
も
伝
え
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
 
 
 

ま
た
、
確
か
に
平
安
中
期
、
『
源
氏
物
語
』
時
代
の
日
本
の
仏
教
の
状
況
と
現
在
の
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
仏
教
の
間
に
は
多
く
の
共
通
点
が
あ
る
 
 

が
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
仏
教
で
は
マ
ハ
ー
ギ
ー
リ
・
ナ
ッ
の
よ
う
に
精
霊
が
仏
教
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
の
中
に
し
っ
か
り
組
み
込
ま
れ
て
い
る
こ
 
 

と
、
ま
た
 
『
源
氏
物
語
』
 
の
時
代
の
女
性
の
出
家
の
様
子
が
頭
髪
な
ど
に
お
い
て
追
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
微
妙
な
適
い
も
あ
る
の
で
、
『
源
氏
 
 

物
語
』
ミ
ャ
ン
マ
ー
語
翻
訳
に
当
た
っ
て
は
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
も
念
頭
に
お
い
て
翻
訳
す
る
こ
と
も
必
要
で
あ
ろ
う
。
 
 

参
考
文
献
 
 

・
秋
山
 
虐
 
「
巻
頭
言
 
紫
式
部
学
会
創
立
七
十
周
年
」
 
『
む
ら
さ
き
』
 
第
三
九
輯
 
武
蔵
野
書
院
 
二
〇
〇
二
年
十
二
月
 
 

・
伊
升
春
樹
 
『
海
外
に
お
け
る
源
氏
物
語
の
世
界
1
翻
訳
と
研
究
－
』
 
風
間
書
房
 
二
〇
〇
四
年
 
 

・
井
上
英
明
 
「
世
界
文
学
に
お
け
る
源
氏
物
語
」
 
『
源
氏
物
語
講
座
 
第
一
巻
 
主
題
と
方
法
』
 
有
精
覚
出
版
株
式
会
社
一
九
七
一
年
 
 

・
井
上
英
明
 
「
日
本
の
古
典
を
訳
し
た
海
外
の
本
」
 
『
国
文
学
』
一
九
八
八
牛
九
月
 
 

・
奥
平
絶
二
監
修
 
で
、
、
ヤ
ン
マ
ー
慈
し
み
の
文
化
と
伝
統
』
 
フ
ジ
タ
ヴ
ア
ン
チ
縮
 
東
京
美
術
一
九
九
七
年
 
 

・
塩
田
良
平
 
『
源
氏
物
語
』
 
（
古
典
文
学
集
四
）
 
ポ
プ
ラ
社
一
九
九
二
年
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二
商
杉
一
郎
 
 

・
土
佐
種
子
 
 

・
名
波
弘
彰
 
 

・
西
沢
正
史
絹
 
 

・
西
田
み
き
お
 
 

・
丸
尾
寿
郎
 
 

・
山
本
武
夫
 
 

・
G
・
E
・
ハ
ー
ヴ
ェ
イ
 
『
ビ
ル
マ
史
』
 
（
東
亜
研
究
所
訳
）
 
成
瀬
恭
一
九
七
六
年
 
 

・
書
誌
S
Q
で
内
温
註
b
叫
へ
ぎ
喜
8
‥
D
e
p
巴
占
ヨ
e
n
t
O
f
M
y
賀
m
胃
F
n
望
a
g
e
C
O
m
m
i
s
i
呂
‥
N
書
－
 
 

・
表
内
り
ま
屯
亀
G
m
】
忌
－
年
賀
S
－
a
t
e
d
b
y
L
ギ
昏
u
ュ
ぎ
l
e
￥
D
O
く
e
r
P
u
b
－
i
c
a
許
n
s
L
n
c
．
M
i
m
e
O
－
a
，
N
e
w
ざ
r
k
．
N
O
苫
 
 

・
表
内
訂
訂
亀
C
～
亀
－
ぎ
n
s
－
a
t
e
d
b
y
E
d
w
琴
d
G
．
S
e
己
e
n
s
許
k
e
r
．
E
焉
r
当
ヨ
邑
s
L
i
b
r
a
r
y
（
＞
牢
e
d
A
芥
ロ
O
p
〓
n
c
．
）
」
冨
N
 
 

【
付
記
】
 
 

・
本
論
文
の
申
に
引
用
し
た
『
源
氏
物
語
』
各
部
は
、
阿
部
秋
生
 
秋
山
屡
 
今
井
源
衛
 
鈴
木
日
出
男
一
九
九
四
年
 
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
二
口
 
源
氏
物
語
 
 
 

（
全
六
冊
）
』
小
学
館
に
よ
る
。
そ
の
下
に
冊
語
・
巻
名
・
頁
数
を
そ
れ
ぞ
れ
示
す
。
 
 

か
ぎ
り
と
て
別
る
る
道
の
…
（
①
桐
壷
二
三
頁
）
 
 

括
弧
内
は
、
小
学
館
、
新
編
『
源
氏
物
語
』
一
冊
日
、
桐
壷
の
二
三
頁
を
示
す
。
 
 

【
注
】
 
 

（
1
）
 
丸
尾
寿
郎
 
「
源
氏
物
語
外
国
語
訳
」
 
『
国
文
学
』
一
九
六
五
年
七
月
 
 

（
2
）
秋
山
 
慶
 
「
巻
頭
言
 
紫
式
部
学
会
創
立
七
十
周
年
」
 
『
む
ら
さ
き
』
第
三
九
輯
 
武
蔵
野
学
院
 
二
〔
ニ
リ
二
年
十
二
月
 
 

（
3
）
 
輿
与
謝
野
晶
子
訳
 
『
源
氏
物
語
』
上
巻
 
角
川
文
庫
一
九
九
一
年
 
 

（
4
）
 
塩
田
良
平
 
『
源
氏
物
語
』
 
（
古
典
文
学
全
集
四
）
 
ポ
プ
ラ
社
一
九
九
二
年
 
 

（
5
）
 
同
一
男
 
「
源
氏
物
語
の
普
遍
性
」
－
故
ド
ニ
・
ソ
ー
ラ
博
士
の
所
説
を
追
っ
て
－
『
古
典
の
再
評
価
』
 
（
頁
三
こ
三
 
井
上
英
明
 
「
世
界
文
学
に
お
け
る
源
氏
 
 

物
語
」
 
『
源
氏
物
語
講
座
第
一
巻
主
題
と
方
法
』
有
精
堂
出
版
一
九
七
一
年
）
 
 

（
6
）
 
高
相
一
郎
 
「
日
本
古
典
文
学
の
外
国
語
訳
に
つ
い
て
」
 
『
文
学
』
 
岩
波
書
店
一
九
八
二
牛
六
日
 
 

「
日
本
古
典
文
学
の
外
国
訳
に
つ
い
て
」
 
『
文
学
』
 
岩
波
書
店
一
九
八
二
年
六
月
 
 

『
ビ
ル
マ
の
ウ
ェ
イ
ザ
一
倍
仰
山
 
勤
草
書
屏
 
二
〇
〇
〇
年
 
 

「
夕
顔
巻
の
怪
奇
の
語
り
の
表
現
構
造
」
 
『
文
学
研
究
論
集
』
第
一
九
号
 
筑
波
大
学
比
較
・
理
論
文
学
会
 
二
〇
〇
〇
一
年
三
月
 
 
 

『
源
氏
物
語
を
知
る
事
典
』
 
東
京
堂
出
版
一
九
九
八
年
 
 
 

「
語
り
手
の
効
果
と
機
能
－
ポ
ウ
を
読
む
」
 
「
津
田
塾
大
学
 
言
語
文
化
研
究
所
報
』
 
八
一
九
九
三
年
七
月
 
 

「
源
氏
物
語
外
国
語
訳
」
 
『
国
文
学
』
一
九
六
五
年
七
月
 
 

『
詳
解
日
本
史
』
 
旺
文
社
一
九
九
一
年
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井
上
英
明
 
「
世
界
文
学
に
お
け
る
源
氏
物
語
」
『
源
氏
物
語
講
座
第
一
巻
主
務
と
方
法
』
 
有
精
堂
出
版
一
九
七
二
牛
 
 

仏
へ
の
功
徳
＝
最
も
高
い
功
徳
と
し
て
は
、
パ
ゴ
ダ
・
寺
院
の
建
立
、
仏
像
・
壁
画
の
制
作
で
あ
る
。
ま
た
こ
れ
ら
の
修
繕
を
す
る
こ
と
も
大
き
な
功
徳
と
な
る
。
 
 

そ
の
他
、
僧
侶
に
な
る
こ
と
、
息
子
達
を
僧
侶
に
す
る
こ
と
、
出
家
者
に
布
施
を
し
、
供
物
を
差
し
上
げ
る
こ
と
、
早
朝
托
鉢
偶
に
炊
き
立
て
の
飯
米
や
惣
菜
を
捷
 
 

供
す
る
こ
と
、
出
家
者
に
生
活
必
需
品
の
補
給
を
す
る
こ
と
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
功
徳
に
な
る
と
さ
れ
て
い
る
。
 
 

G
・
E
・
ハ
ー
ヴ
ェ
イ
 
（
東
亜
研
究
所
訳
）
 
『
ビ
ル
マ
史
』
 
成
瀬
恭
一
九
七
六
年
 
八
二
頁
 
引
用
 
 

土
佐
桂
子
 
『
ビ
ル
マ
の
ウ
ェ
イ
ザ
ー
信
仰
b
 
勤
草
書
房
 
二
〔
二
リ
0
年
一
二
六
頁
 
参
考
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